
和
歌
山
河
川
国
道

紀伊山系

紀の川二見地区地盤改良紀の川二見地区地盤改良

冷
水
地
区
盛
土
工
事

冷
水
地
区
盛
土
工
事

ゴセケンが落札ゴセケンが落札

城
内
組
が
落
札

城
内
組
が
落
札

堀内市長（中央）に要望書を提出した山　会長（左）堀内市長（中央）に要望書を提出した山　会長（左）
と吉井副会長（8月26日、大和高田市役所）と吉井副会長（8月26日、大和高田市役所）

辺鳫

　

今
年
は
寅
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、信
貴
山

「
朝
護
孫
子
寺
」に
お
参
り
す
る
人
が
多
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▼
そ
の
門
前
に
架
か
る

『
開
運
橋
』。１
９
３
１
年（
昭
和
６
年
）に
松

尾
橋
梁
が
架
設
し
て
信
貴
山
に
寄
進
し
た
と

言
わ
れ
る
。鋼
製
３
連
の
ト
ラ
ス
橋
で
全
長

１
０
６
㍍
▼「
カ
ン
チ
レ
バ
ー
」と
い
う
非
常

に
珍
し
い
工
法
で
造
ら
れ
た
こ
と
か
ら
土
木

史
上
の
文
化
財
的
価
値
が
認
め
ら
れ
、２
０

０
７
年（
平
成
19
年
）に
国
の
登
録
有
形
文
化

財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
▼
そ
の
中
央
部
に
鋼

製
の
出
っ
張
り
が
あ
る
。大
門
ダ
ム
の
ダ
ム
湖

へ
向
け
て
30
㍍
の
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
が
体
験

で
き
る
施
設
▼
４
人
の
高
校
生
男
子
が
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
場
に
居
合
わ
せ
た
。最
初
の
高
校

生
は
不
安
な
素
振
り
を
見
せ
た
が
、徐
々
に

増
え
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら
の
声
援
に
後
押
し

さ
れ
、躊
躇
う
こ
と
な
く
飛
び
降
り
た
。１
万

２
０
０
０
円
も
の
料
金
を
支
払
っ
て
恐
い
思

い
を
す
る
気
が
知
れ
な
い
が
、テ
レ
ビ
の
な
か

だ
け
の
光
景
だ
と
思
っ
て
い
た
バ
ン
ジ
ー
を
目

に
、ち
ょ
っ
ぴ
り
若
さ
に
嫉
妬
し
た
。
（
Ｆ
）

落
札
額

落
札
額
1010
億
２
２
９
０
万
円

億
２
２
９
０
万
円

崎
山
組
・
キ
タ
ム
ラ
Ｊ
Ｖ
へ

崎
山
組
・
キ
タ
ム
ラ
Ｊ
Ｖ
へ

基
礎
医
学
棟
等
耐
震
応
急
対
応
工
事

基
礎
医
学
棟
等
耐
震
応
急
対
応
工
事

県立医大
　

奈
良
県
立
医
科
大
学
が

８
月
24
日
開
札
（
８
月
29

日
契
約
）
し
た
一
般
競
争

入
札
「
奈
良
県
立
医
科
大

学
耐
震
応
急
対
応
工
事

（
基
礎
医
学
棟
・
看
護
学

科
棟
（
旧
）・
第
二
臨
床

　

奈
良
市
企
業
局
は
、「
口

径
１
５
０
〜
75
粍
配
水
支

管
改
良
工
事
」
に
事
後
審

査
型
一
般
競
争
入
札
を
適

奈良県中南和建設業協会奈良県中南和建設業協会
　

奈
良
県
中
南
和
建
設
業

協
会
（
山　

敏
治
会
長
）

は
８
月
26
日
、
市
内
建
設

業
者
の
受
注
の
確
保
・
拡

大
を
求
め
る
要
望
書
を
大

和
高
田
市
に
提
出
し
た
。

山　

会
長
と
𠮷
井
久
尚
副

会
長
が
大
和
高
田
市
役
所

を
訪
れ
、
堀
内
大
造
市
長

と
関
係
部
署
に
手
渡
し
た
。

　

要
望
書
に
よ
る
と
、
地

元
建
設
業
者
の
育
成
、
受

注
機
会
の
拡
大
等
へ
の
意

見
交
換
の
中
で
、
時
代
の

変
化
に
よ
る
制
度
の
不
一

致
に
つ
い
て
指
摘
。
大
和

高
田
市
の
発
注
制
度
と
業

者
の
あ
り
方
の
変
化
等
に

よ
る
発
注
制
度
改
革
に
つ

い
て
、
入
札
参
加
資
格
審

査
登
録
数
・
発
注
金
額
枠
・

地
元
企
業
優
先
の
入
札
参

奈
良
市
企
業
局

９月１５日まで参加受付９月１５日まで参加受付
１５０～７５粍配水支管改良１５０～７５粍配水支管改良

　

近
畿
地
方
整
備
局
和
歌

山
河
川
国
道
事
務
所
が
８

月
23
日
開
札
し
た
一
般
競

争
入
札
「
紀
の
川
二
見
地

講
義
棟
・
ス
キ
ル
ス
ラ
ボ

棟
・
教
育
研
修
棟
・
厳
橿

会
館
）
工
第
04
―
２
号
」

は
崎
山
組
・
キ
タ
ム
ラ
Ｊ

Ｖ
が
10
億
２
２
９
０
万
円

（
評
価
値
１
１
７
・
74
）

で
落
札
し
た
。
入
札
書
比

較
価
格
10
億
２
２
９
０
万

円
。他
の
参
加
者
は
淺
沼
・

中
尾
Ｊ
Ｖ
（
辞
退
）。

　

工
事
場
所
は
橿
原
市
四

条
町
８
４
０
番
地
。
工
事

概
要
は
基
礎
医
学
棟
・
看

護
学
科
棟
（
旧
）・
第
二

臨
床
講
義
棟
・
ス
キ
ル
ス

ラ
ボ
棟
・
教
育
研
修
棟
・

厳
橿
会
館
の
耐
震
応
急
対

応
工
事
、
前
記
に
伴
う
電

気
・
機
械
設
備
工
事
。
設

計
は
内
藤
建
築
事
務
所
、

福
本
設
計
が
担
当
。
工
期

６
年
６
月
28
日
。

用
し
て
９
月
１
日
に
公
告

し
た
。
入
札
参
加
申
請
を

９
月
15
日
ま
で
、
入
札
書

を
９
月
21
日
〜
28
日
に
受

け
付
け
て
９
月
29
日
に
開

札
す
る
。

　

参
加
資
格
は
同
市
企
業

局
建
設
工
事
等
入
札
参
加

資
格
者
の
市
内
本
店
業
者

の
中
で
入
札
参
加
希
望
登

録
業
種
に
お
い
て
「
送
・

配
水
管
工
事
」
で
登
録
し

て
お
り
「
区
分
１
」
に
格

付
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
ま
た

は
同
市
企
業
局
建
設
工
事

等
入
札
参
加
資
格
者
の
中

で
同
市
企
業
局
に
登
録
さ

れ
て
い
る
建
設
業
法
に
規

定
す
る
本
店
ま
た
は
営
業

所
が
同
市
内
に
あ
り
「
水

道
施
設
工
事
業
」
に
お
け

る
特
定
建
設
業
の
許
可
を

有
す
る
も
の
で
あ
り
か
つ

「
水
道
施
設
工
事
」
の
総
合

評
定
値
が
８
０
０
点
以
上

で
あ
る
こ
と
（
な
お
こ
の
入

札
に
参
加
で
き
る
業
者
は

単
体
企
業
に
限
る
）―
な
ど
。

　

工
事
場
所
は
月
ヶ
瀬
尾

山
〜
月
ヶ
瀬
石
打
。
工
事

概
要
は
管
布
設
延
長
（
Ｈ

Ｐ
Ｐ
Ｅ
）
φ
１
５
０
㍉
Ｌ

１
７
３
７
㍍
、管
布
設
延
長

（
Ｈ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
）
φ
75
㍉
Ｌ
１

９
７
㍍
、
Ｐ
Ｅ
挿
し
口
付

ソ
フ
ト
シ
ー
ル
仕
切
弁
φ

１
５
０
㍉
８
基
、
Ｐ
Ｅ
挿

し
口
付
ソ
フ
ト
シ
ー
ル
仕
切

弁
φ
１
０
０
㍉
４
基
、
Ｐ

Ｅ
挿
し
口
付
ソ
フ
ト
シ
ー
ル

仕
切
弁
φ
75
㍉
４
基
、
仕

切
弁
φ
１
５
０
㍉
１
基
、

仕
切
弁
φ
75
㍉
３
基
、
不

断
水
仕
切
弁
φ
１
５
０
㍉

１
基
、
不
断
水
仕
切
弁
φ

75
㍉
２
基
、
単
口
消
火
栓

φ
75
㍉
３
基
、
鋤
取
復
旧

Ａ
ｓ
（
ｔ
５
㌢
）
７
０
３

５
平
方
㍍
、鋤
取
復
旧
Ｃ
ｏ

（
ｔ
５
㌢
）１
０
６
平
方
㍍
。

工
期
５
年
３
月
10
日
。
予

定
価
格
１
億
２
１
２
２
万

円
、
最
低
制
限
モ
デ
ル
型

算
出
価
格
１
億
８
５
６
万

５
０
０
０
円
。

堀内市長に要望書提出堀内市長に要望書提出

加
資
格
等
を
訴
え
、
地
元

建
設
業
者
が
生
き
残
れ
る

入
札
制
度
の
改
革
を
求
め

た
。
ま
た
、
定
期
的
な
意

見
交
換
会
の
開
催
等
も
要

望
し
た
。

辺鳫

　

近
畿
地
方
整
備
局
紀
伊

山
系
砂
防
事
務
所
が
８
月

25
日
開
札
し
た
一
般
競
争

入
札
「
冷
水
地
区
盛
土
工

事
」
は
城
内
組
が
１
億
８

０
８
８
万
円
（
予
定
価
格

１
億
９
７
７
８
万
円
）
で

落
札
し
た
。
他
の
参
加
者

は
吉
井
建
設
（
無
効
）、

オ
ー
テ
ッ
ク
（
無
効
）、

キ
タ
ム
ラ
、
ゴ
セ
ケ
ン
、

ニ
シ
ヨ
シ
、
上
村
組
（
辞

退
）、
山
村
組
、
森
下
組
、

田
原
建
設
（
辞
退
）。

　

工
事
場
所
は
天
川
村
坪

内
。
工
事
概
要
は
斜
面
対

策
１
式
、
砂
防
土
工
１
式

（
盛
土
工〈
Ｉ
Ｃ
Ｔ
〉２
万

２
６
０
０
立
方
㍍
、
法
面

辺鳫

整
形
工
〈
Ｉ
Ｃ
Ｔ
〉
２
５

８
０
平
方
㍍
、
粒
径
処
理

工
３
万
１
２
０
立
方
㍍
）、

地
盤
改
良
工
１
式
（
土
質

改
良
工
〈
２
種
混
合
〉
２

万
５
１
０
０
平
方
㍍
）、

法
面
工
１
式
（
植
生
工
２

４
６
０
平
方
㍍
）、
山
腹

水
路
工
１
式
（
山
腹
集
水

路
・
排
水
路
工
１
式
）。

工
期
５
年
３
月
20
日
。

区
地
盤
改
良
工
事
」
は
ゴ

セ
ケ
ン
が
１
億
１
０
９
０

万
円
（
評
価
値
１
３
６
・

１
５
９
）
で
落
札
し
た
。

予
定
価
格
１
億
２
１
９
２

万
円
。
他
の
参
加
者
は
西

岡
組
（
辞
退
）、
オ
ー
テ

ッ
ク
、
吉
井
建
設
、
森
下

組
、
田
原
建
設
。

　

工
事
場
所
は
五
條
市
二

見
。
工
事
概
要
は
工
事
延

長
１
１
０
㍍
、
河
川
土
工

１
式
、
掘
削
工
１
０
０
０

立
方
㍍
、
地
盤
改
良
工
１

式
、
中
層
混
合
処
理
１
万

７
４
２
８
立
方
㍍
。
工
期

５
年
２
月
28
日
。

（昭和４１年１０月１８日第三種郵便物認可） （週３回刊・毎週火・木・土曜日発行）建 設 新 報
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南 近 畿
土地改良
五
条
吉
野
地
区
報
告
書
ま
と
め

五
条
吉
野
地
区
報
告
書
ま
と
め

Ｎ
Ｔ
Ｃ
コ
ン
サ
ル
に
委
託

Ｎ
Ｔ
Ｃ
コ
ン
サ
ル
に
委
託

事務棟のみ残る衛生処理場（奥に分別ステーション）事務棟のみ残る衛生処理場（奥に分別ステーション）

斑

鳩

町 法
隆
寺
東
院
廻
廊
耐
震
専
門
診
断

法
隆
寺
東
院
廻
廊
耐
震
専
門
診
断

県 文 化 財
保存事務所

　

奈
良
県
文
化
・
教
育
・

く
ら
し
創
造
部
文
化
財
保

存
事
務
所
は
、
一
般
競
争

入
札
「
重
文
化
財
法
隆
寺

東
院
廻
廊
耐
震
専
門
診
断

業
務
４
文
保
委
第
２
号
」

を
９
月
20
日
に
開
札
し
て

業
務
を
委
託
す
る
。
業
務

場
所
は
斑
鳩
町
法
隆
寺
山

内
１
番
１
号
の
法
隆
寺
境

内
。
業
務
概
要
は
重
要
文

化
財
法
隆
寺
東
院
廻
廊
の

耐
震
専
門
診
断
及
び
補
強

案
検
討
。
委
託
期
間
５
年

３
月
30
日
。

　

令
和
元
年
度
に
重
要
文

化
財
法
隆
寺
東
院
廻
廊
耐

震
基
礎
診
断
業
務
、
３
年

度
に
重
要
文
化
財
法
隆
寺

東
院
廻
廊
耐
震
補
強
実
施

設
計
業
務
（
そ
の
１
）
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は

９
月
９
月
2020
日
に
開
札

日
に
開
札

　

斑
鳩
町
は
８
月
19
日
の

町
議
会
厚
生
委
員
会
に

て
、
奈
良
市
と
進
め
て
い

９
月
８
日
ま
で
参
加
受
付

９
月
８
日
ま
で
参
加
受
付

産
業
用
地
創
出
基
本
計
画
策
定
事
業

産
業
用
地
創
出
基
本
計
画
策
定
事
業

葛 城 市

年度末までに方向性を年度末までに方向性を
広域化に向けた勉強会から離脱広域化に向けた勉強会から離脱

　

奈
良
県
水
循
環
・
森
林
・

景
観
環
境
部
奈
良
の
木
ブ

ラ
ン
ド
課
は
、「
令
和
４

年
度
奈
良
の
木
を
使
用
し

た
建
築
を
支
え
る
人
材
養

成
事
業
木
造
非
住
宅
建
築

技
術
者
育
成
研
修
運
営
業

務
」
の
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ

ウ
ン
ド
ウ
ッ
ズ
を
受
託
者

県奈良の木
ブランド課

サ
ウ
ン
ド
ウ
ッ
ズ
を
特
定

サ
ウ
ン
ド
ウ
ッ
ズ
を
特
定

木
造
非
住
宅
建
築
技
術
者
育
成
研
修

木
造
非
住
宅
建
築
技
術
者
育
成
研
修

耐
震
専
門
診
断
及
び
補
強

案
の
策
定
を
行
う
。

　

業
務
は
、
重
要
文
化
財

法
隆
寺
東
院
廻
廊
の
耐
震

専
門
診
断
を
行
う
も
の

で
、
当
該
立
地
の
地
震
波

の
作
成
及
び
対
象
建
物
の

立
体
構
造
解
析
モ
デ
ル
を

作
成
と
解
析
を
行
い
、
所

定
の
必
要
耐
震
性
能
を
有

す
る
か
評
価
し
、
耐
震
性

能
の
向
上
措
置
を
検
討
す

る
。
ま
た
、
補
強
案
の
保

有
耐
震
性
能
を
確
認
の
う

え
必
要
耐
震
性
能
を
有
す

る
か
評
価
し
、
限
界
耐
力

計
算
を
行
う
。
業
務
の
詳

細
は
次
の
通
り
。

　

▽
地
震
波
の
作
成
＝
法

隆
寺
境
内
の
独
自
波
の
作

成
を
行
う
。
地
震
波
の
作

成
の
際
に
は
盆
地
形
状
な

ど
を
考
慮
す
る
。

　

▽
立
体
構
造
解
析
モ
デ

ル
の
作
成
・
解
析
＝
東
院

廻
廊
（
西
廻
廊
）
全
体
の

立
体
解
析
モ
デ
ル
を
作
成

し
、
地
震
応
答
解
析
を
行

う
。
モ
デ
ル
作
成
に
必
要

な
デ
ー
タ
は
図
面
を
提

供
、
必
要
に
応
じ
て
現
地

確
認
・
調
査
を
行
う
。

　

▽
構
造
補
強
案
検
討
＝

解
析
結
果
を
も
と
に
補
強

案
の
検
討
を
行
う
。
作
成

し
た
補
強
案
の
保
有
耐
震

性
能
を
確
認
の
う
え
、
必

要
耐
震
性
能
を
有
す
る
か

評
価
し
て
限
界
耐
力
計
算

を
行
う
。

　

▽
そ
の
他
＝
こ
の
事
業

で
は
重
要
文
化
財
法
隆
寺

礼
堂
ほ
か
２
棟
保
存
修
理

事
業
修
理
専
門
委
員
会
を

組
織
し
て
お
り
、
業
務
の

進
行
に
つ
い
て
は
委
員
会

の
委
員
と
協
議
を
行
っ
て

進
め
る
。
委
員
と
の
協
議

の
調
整
は
県
で
行
い
、
説

明
は
請
負
者
が
行
う
。
ま

た
、
解
析
結
果
及
び
補
強

案
に
つ
い
て
修
理
専
門
委

員
会
に
て
説
明
を
予
定
し

て
い
る
。

た
ご
み
処
理
広
域
化
に
向

け
た
勉
強
会
か
ら
離
脱
す

る
と
報
告
し
た
。

　

同
勉
強
会
は
平
成
29
年

２
月
に
生
駒
市
と
平
群

町
、
大
和
郡
山
市
で
立
ち

上
げ
ら
れ
た
。
平
成
30
年

に
は
奈
良
市
と
同
町
が
加

わ
り
５
市
町
で
の
勉
強
会

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
令

和
２
年
に
生
駒
市
と
平
群

町
が
勉
強
会
か
ら
の
離
脱

を
表
明
、
大
和
郡
山
市
も

令
和
３
年
に
脱
退
し
て
い

る
。

　

勉
強
会
は
大
和
郡
山
市

の
離
脱
後
、
斑
鳩
町
と
奈

良
市
の
２
市
町
で
継
続
し

て
き
た
。
奈
良
市
は
今
年

度
、
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
の
基
本
設
計
や
環
境
影

響
評
価
書
方
法
書
の
作
成

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て

い
る
。
同
町
は
具
体
的
な

負
担
額
の
提
示
を
求
め
た

が
、
判
断
材
料
が
揃
わ
な

い
ま
ま
広
域
化
へ
の
参
加

を
問
わ
れ
、
今
回
勉
強
会

の
離
脱
を
決
意
し
た
。

　

同
町
は
、
平
成
24
年
に

町
内
の
衛
生
処
理
場
（
幸

前
２
―
８
―
９
）
の
使
用

を
停
止
。
事
務
所
棟
を
残

し
焼
却
施
設
は
撤
去
さ

れ
、
跡
地
に
分
別
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
て
い

る
。

　

現
在
は
可
燃
ご
み
を
伊

賀
市
の
民
間
施
設
に
委
託

し
処
理
し
て
い
る
が
、
基

本
的
に
ご
み
処
理
は
自
区

内
処
理
が
原
則
。
伊
賀
市

か
ら
も
自
区
処
理
に
つ
い

て
検
討
し
て
ほ
し
い
と
要

望
が
あ
り
、
平
成
30
年
か

ら
広
域
化
へ
関
す
る
勉
強

会
へ
参
加
し
て
い
た
。

　

今
後
、
同
町
は
ご
み
処

理
に
つ
い
て
早
急
に
新
た

な
方
向
性
を
検
討
し
、
奈

良
市
は
単
独
で
の
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
建
設
を
進
め

て
い
く
。
町
環
境
対
策
課

は
、
毎
年
１
月
頃
に
伊
賀

市
と
年
内
の
持
ち
込
み
量

に
つ
い
て
搬
入
協
議
を
行

っ
て
い
る
為
、
そ
れ
ま
で

に
あ
る
程
度
方
向
性
を
決

め
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

（
伊
藤
）

と
し
て
特
定
し
た
。
担
当

は
需
要
基
盤
強
化
係
（
電

話
０
７
４
２
―
２
７
―
７

４
７
０
）。

　

奈
良
県
は
、
低
層
公
共

建
築
物
の
木
造
率
が
低
調

で
あ
り
、
県
内
公
共
建
築

物
建
設
に
お
け
る
県
産
材

利
用
が
伸
び
悩
ん
で
い

る
。
今
後
の
県
産
材
需
要

の
拡
大
の
た
め
に
は
非
住

宅
建
築
物
の
県
産
材
を
利

用
し
た
木
造
化
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
木
造

非
住
宅
建
築
に
必
要
な
知

識
を
持
っ
た
技
術
者
（
建

築
士
等
）
が
不
足
し
て
い

る
の
が
現
状
。

　

そ
こ
で
、
県
産
材
を
使

用
し
た
木
造
建
築
に
意
欲

が
あ
る
建
築
関
係
事
業
者
、

木
材
産
業
事
業
者
及
び
行

政
関
係
者
を
対
象
に
、
木

造
非
住
宅
建
築
に
関
す
る

知
識
を
習
得
す
る
研
修
を

開
催
し
、
県
内
公
共
建
築

物
の
県
産
材
利
用
及
び
木

造
建
築
の
設
計
・
提
案
が

で
き
る
技
術
者
を
育
成
す

る
こ
と
と
し
た
。
委
託
期

間
５
年
２
月
28
日
。
委
託

上
限
額
３
８
０
万
円
込
。

業
務
内
容
は
次
の
通
り
。

　
【
研
修
計
画
の
検
討
】

　

木
造
非
住
宅
建
築
に
関

す
る
知
識
を
習
得
す
る
た

め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作

成
と
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

及
び
講
師
の
決
定
等
を
行

う
。
研
修
は
建
築
関
係
事

業
者
と
木
材
産
業
事
業
者

及
び
行
政
関
係
者
を
対
象

と
し
た
木
造
非
住
宅
建
築

に
関
す
る
基
本
的
な
知
識

を
習
得
す
る
た
め
の
講
座

で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
及

び
現
場
見
学
を
４
日
間
以

上
開
催
す
る
。
募
集
人
数

（
定
員
）
は
40
名
程
度
と

し
（
う
ち
20
名
以
上
は
県

内
に
事
務
所
を
有
す
る
設

計
事
務
所
に
所
属
す
る
建

築
士
）。
ま
た
、
対
面
に

よ
る
講
義
を
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
て
ラ
イ
ブ

配
信
し
、
同
時
間
帯
に
オ

ン
ラ
イ
ン
受
講
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

　
【
講
座
の
運
営
】

　

講
座
の
実
施
場
所
は
県

内
と
し
、
受
講
者
が
参
加

し
や
す
い
会
場
、
開
催
日

時
は
受
講
者
が
参
加
し
や

す
い
曜
日
・
時
間
帯
と
す

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

介
し
た
ラ
イ
ブ
配
信
の
運

用
す
る
（
双
方
向
の
や
り

と
り
が
可
能
な
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
ツ
ー
ル
等
に
よ
り
実
施

す
る
。
受
講
者
の
理
解
度

が
確
認
で
き
る
工
夫
を
す

る
。
本
人
確
認
を
行
う
）。

講
座
に
係
る
テ
キ
ス
ト

（
資
料
）
を
準
備
す
る
。

　

講
座
当
日
は
講
座
の
司

会
・
進
行
と
記
録
等
を
行

う
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
終
了

後
速
や
か
に
研
修
修
了
者

名
簿
（
エ
ク
セ
ル
）
を
作

成
し
、
電
子
デ
ー
タ
を
県

に
引
き
渡
す
こ
と
。
修
了

者
名
簿
に
は
①
氏
名
、
生

年
月
日
、
住
所
②
勤
務
先

の
名
称
・
所
在
地
の
情
報

を
含
む
こ
と
。

　

そ
の
他
と
し
て
研
修
受

講
料
は
徴
し
な
い
。
各
講

座
内
容
を
ま
と
め
た
講
座

記
録
を
作
成
し
、
各
講
座

終
了
後
速
や
か
に
提
出
す

る
。
講
師
と
受
講
者
及
び

受
講
者
間
で
の
結
び
付
き

や
連
携
を
深
め
る
講
座
体

制
に
配
慮
す
る
こ
と
。
受

講
者
の
情
報
（
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
勤
務
先
、
受

講
動
機
、
出
欠
状
況
等
）

を
把
握
し
、
県
個
人
情
報

保
護
条
例
に
従
っ
て
適
切

に
管
理
す
る
こ
と
。

　
【
講
座
の
検
証
】

　

こ
の
事
業
の
実
施
効
果

を
分
析
し
、
翌
年
度
以
降

に
必
要
な
講
座
内
容
等
を

検
討
・
提
案
す
る
。

　
【
業
務
実
施
報
告
書
の

作
成
】

　

こ
の
事
業
の
実
施
内
容

を
記
載
し
た
業
務
実
施
報

告
書
を
作
成
し
て
提
出
す

る
。
報
告
書
に
は
①
研
修

計
画
②
講
座
記
録
及
び
修

了
者
名
簿
③
分
析
・
検
証

し
た
結
果
を
ま
と
め
た
報

告
の
資
料
を
盛
り
込
む
。

ま
た
、
結
果
に
至
る
プ
ロ

セ
ス
や
付
随
す
る
資
料
を

添
付
し
、
内
容
に
つ
い
て

は
分
か
り
や
す
く
記
載
す

る
よ
う
努
め
る
。

　

葛
城
市
は
、
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
「
産
業
用
地

創
出
基
本
計
画
策
定
事
業

業
務
委
託
」を
公
告
し
た
。

参
加
申
込
書
の
提
出
期
限

が
９
月
８
日
、
提
案
書
類

の
提
出
期
限
が
９
月
27

日
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
２
次
審
査
を
10

月
４
日
に
実
施
す
る
予

定
。
委
託
上
限
額
は
１
８

１
８
万
円
込
。
委
託
期
間

５
年
３
月
15
日
。

　

同
市
で
は
経
済
活
性
化

及
び
雇
用
の
場
の
創
出
を

図
る
為
、
奈
良
県
企
業
立

地
推
進
課
が
令
和
元
年
度

に
実
施
し
た
「
産
業
用
地

創
出
支
援
事
業
業
務
委

託
」の
成
果
品
を
用
い
て
、

産
業
用
地
の
創
出
に
向
け

て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　

同
業
務
で
は
、
実
現
可

能
性
調
査
の
成
果
を
活
用

し
て
精
度
の
向
上
を
行
う

こ
と
で
、
産
業
用
地
創
出

の
実
現
に
向
け
た
基
本
計

画
の
策
定
が
目
的
。

　

参
加
資
格
は
▽
同
市
工

事
等
請
負
契
約
に
係
る
指

名
停
止
を
受
け
て
い
な
い

こ
と
▽
官
公
庁
に
お
い
て

計
画
策
定
業
務
の
履
行
完

了
実
績
が
あ
る
こ
と
―
な

ど
。
担
当
は
商
工
観
光
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
（
電
話

０
７
４
５
―
４
４
―
５
１

１
１
）。
主
な
業
務
内
容

は
次
の
通
り
。

　

▽
現
況
把
握
と
前
提
条

件
や
課
題
の
整
理
＝
①
対

象
地
域
の
現
状
把
握
②
周

辺
の
工
業
用
地
の
状
況
把

握
（
空
き
状
況
、
業
種
、

他
工
業
地
帯
と
の
違
い

等
）
③
上
下
水
道
施
設
の

検
討
④
周
辺
地
域
の
影
響

範
囲
の
検
討
及
び
意
見
調

整
⑤
埋
蔵
文
化
財
に
お
け

る
実
態
調
査
。

　

▽
事
業
手
法
の
検
討
＝

①
概
算
事
業
費
の
算
出
②

工
程
計
画
③
用
地
関
係
の

整
理
（
地
権
者
の
整
理
及

び
用
地
費
の
整
理
）。

　

▽
基
本
計
画
＝
現
況
把

握
と
前
提
条
件
や
課
題
の

整
理
の
結
果
等
を
踏
ま
え

て
、
基
本
計
画
を
作
成
す

る
。

　

▽
各
種
会
議
の
運
営
支

援
＝
庁
内
検
討
会
議
等
の

開
催
に
必
要
と
な
る
資
料

の
作
成
や
意
見
等
の
集

約
、
必
要
に
応
じ
て
会
議

へ
の
出
席
等
、
各
種
会
議

の
運
営
を
支
援
。

　

▽
そ
の
他
＝
報
告
書
の

作
成
や
打
合
せ
協
議
等
。

　

近
畿
農
政
局
南
近
畿
土

地
改
良
調
査
管
理
事
務
所

は
、
令
和
４
年
度
南
近
畿

調
査
管
理
地
域
整
備
方
向

検
討
調
査
「
五
条
吉
野
地

区
」
報
告
書
と
り
ま
と
め

業
務
の
簡
易
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
に
つ
い
て
、
Ｎ

Ｔ
Ｃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
近

畿
支
社
（
京
都
市
中
京
区

三
条
通
河
原
町
東
入
中
島

町
）の
技
術
提
案
を
特
定
、

１
５
８
４
万
円
込
（
予
定

価
格
１
５
９
３
万
９
０
０

０
円
込
）
で
契
約
を
締
結

し
て
業
務
を
委
託
し
た
。

他
の
参
加
者
は
三
祐
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
。

　

業
務
場
所
は
五
條
市
及

び
下
市
町
。
業
務
は
過
年

度
ま
で
の
調
査
結
果
等
を

基
に
地
域
整
備
方
向
検
討

調
査
報
告
書
「
五
条
吉
野

地
区
」を
作
成
す
る
も
の
。

委
託
期
間
５
年
３
月
２

日
。
担
当
は
調
査
計
画
課

計
画
係
（
電
話
０
７
４
７

―
５
２
―
２
７
９
１
）。

建 設 新 報（第三種郵便物認可） （２）2022年（令和４年）９月６日（火）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://shinpou-nara.com

）

か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
員
登
録
で
。

ま
た
は
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
。

■
購
読
の
お
申
込
み
は



日
建
機　

５
年
度
の
建
設
機
械
出
荷
額

日
建
機　

５
年
度
の
建
設
機
械
出
荷
額

予
測
金
額
２
兆
７
１
６
５
億
円

予
測
金
額
２
兆
７
１
６
５
億
円

建設機械出荷金額統計
（2022年7月）

金額単位：百万円

出荷品目 出荷金額
（前年同月・期比増減％）

トラクタ
国内 8,871（ 13.0 ）
輸出 20,902（ 13.1 ）
小計 29,773（ 13.1 ）

油圧ショベル
国内 27,081（ 14.2 ）
輸出 66,971（ 17.6 ）
小計 94,052（ 16.6 ）

ミニショベル
国内 6,118（ -13.5 ）
輸出 32,757（ 9.0 ）
小計 38,875（ 4.7 ）

建設用クレーン
国内 14,428（ 15.9 ）
輸出 4,887（ 8.6 ）
小計 19,315（ 14.0 ）

道路機械
国内 2,671（ -3.0 ）
輸出 2,960（ 27.4 ）
小計 5,631（ 10.9 ）

コンクリート機械
国内 1,932（ -2.9 ）
輸出 74（ -8.6 ）
小計 2,006（ -3.1 ）

基礎機械
国内 2,905（ -4.5 ）
輸出 442（ 8.1 ）
小計 3,347（ -3.0 ）

油圧ブレーカ圧砕機
国内 2,065（ 13.4 ）
輸出 953（ 1.8 ）
小計 3,018（ 9.5 ）

その他建設機械
国内 6,367（ 17.6 ）
輸出 22,474（ 4.1 ）
小計 28,841（ 6.8 ）

本体合計　
国内 72,438（ 9.6 ）
輸出 152,420（ 12.6 ）
小計 224,858（ 11.6 ）

補給部品
国内 11,133（ 4.4 ）
輸出 27,052（ 46.8 ）
小計 38,185（ 31.2 ）

総合計
国内 83,571（ 8.9 ）
輸出 179,472（ 16.7 ）
小計 263,043（ 14.1 ）

　

日
本
建
設
機
械
工
業
会

は
こ
の
ほ
ど
発
表
し
た
７

日 建 機

建
設
機
械
出
荷
金
額

建
設
機
械
出
荷
金
額 

７
月
７
月

国
内
は
８
・
９
％
増

国
内
は
８
・
９
％
増

月
の
建
設
機
械
出
荷
金
額

は
、
国
内
は
８
・
９
％
増

の
８
３
６
億
円
、
国
外
は

16
・
７
％
増
の
１
７
９
５

億
円
と
な
り
、
総
合
計

14
・
１
％
増
の
２
６
３
０

億
円
と
な
っ
た
。
そ
の
結

果
、
国
内
は
２
ヵ
月
振
り

の
増
加
、
国
外
は
21
ヵ
月

連
続
の
増
加
と
な
り
、
総

合
計
で
は
21
ヵ
月
連
続
の

増
加
と
な
っ
た
。

　

国
内
を
機
種
別
に
見
る

と
、
ト
ラ
ク
タ
13
・
０
％

増
の
89
億
円
、
油
圧
シ
ョ

ベ
ル
14
・
２
％
増
の
２
７

１
億
円
、
建
設
用
ク
レ
ー

ン
15
・
９
％
増
の
１
４
４

億
円
、
油
圧
ブ
レ
ー
カ
・

圧
砕
機
13
・
４
％
増
の
21

億
円
、
そ
の
他
建
設
機
械

17
・
６
％
増
の
64
億
円
の

５
機
種
と
補
給
部
品
が
増

加
し
、
国
内
全
体
で
は

８
・
９
％
の
増
加
と
な
っ

た
。

　

国
外
を
機
種
別
に
見
る

と
、
ト
ラ
ク
タ
13
・
１
％

増
の
２
０
９
億
円
、
油
圧

シ
ョ
ベ
ル
17
・
６
％
増
の

６
７
０
億
円
、
ミ
ニ
シ
ョ

ベ
ル
９
・
０
％
増
の
３
２

８
億
円
、
建
設
用
ク
レ
ー

ン
８
・
６
％
増
の
49
億

円
、
道
路
機
械
27
・
４
％

増
の
30
億
円
、
基
礎
機
械

８
・
１
％
増
の
４
億
円
、

油
圧
ブ
レ
ー
カ
・
圧
砕
機

１
・
８
％
増
の
10
億
円
、

そ
の
他
建
設
機
械
４
・
１

％
増
の
２
２
５
億
円
の
８

機
種
と
補
給
部
品
が
増

加
。
地
域
別
に
見
る
と
、

北
米
が
19
ヵ
月
連
続
で
増

加
、
ア
ジ
ア
が
17
ヵ
月
連

続
で
増
加
す
る
な
ど
、
全

９
地
域
中
４
地
域
で
増
加

し
た
。

　

日
本
建
設
機
械
工
業
会

は
、
令
和
５
年
度
の
建
設

機
械
出
荷
額
が
今
年
度
の

見
通
し
に
比
べ
、
４
％
増

の
２
兆
７
１
６
５
億
円
に

な
る
と
予
測
し
た
。

　

国
内
の
今
年
度
は
、
部

品
・
部
材
の
納
入
遅
れ
が

生
じ
る
も
の
の
、
安
定
し

た
公
共
投
資
に
支
え
ら

れ
、
前
年
度
比
横
ば
い
と

予
測
。
上
期
は
油
圧
シ
ョ

ベ
ル
が
前
年
同
期
比
１

％
、
建
設
用
ク
レ
ー
ン
が

前
年
同
期
比
２
％
減
少
す

る
な
ど
６
機
種
が
減
少

し
、
３
９
０
７
億
円
（
前

年
同
期
比
１
％
減
少
）
に

な
る
と
見
込
む
。
下
期
は

部
品
・
部
材
の
納
入
遅
れ

が
継
続
す
る
も
の
の
、
安

定
し
た
公
共
投
資
に
支
え

ら
れ
、
６
機
種
が
増
加
も

し
く
は
横
ば
い
と
な
り
、

４
７
４
０
億
円
（
同
１
％

増
）
と
予
測
す
る
。
こ
の

結
果
、
４
年
度
は
８
６
４

７
億
円
（
同
横
ば
い
）
と

予
測
す
る
（
前
回
本
年
２

月
時
の
予
測
と
比
較
し
て

１
８
５
億
円
下
方
修
正
と

な
っ
た
）。

　

一
方
、
今
年
度
の
輸
出

は
、国
内
と
同
様
に
部
品
・

部
材
の
納
入
遅
れ
や
物
流

量
増
加
に
よ
る
船
舶
確
保

の
問
題
も
あ
る
が
、
各
国

コ
ロ
ナ
後
の
経
済
活
動
の

活
発
化
か
ら
続
伸
す
る
と

予
測
。
上
期
は
最
主
力
機

種
で
あ
る
油
圧
シ
ョ
ベ
ル

が
前
年
同
期
比
５
％
増
加

す
る
な
ど
７
機
種
が
増
加

し
、
８
３
８
７
億
円
（
同

７
％
増
）
と
見
込
む
。
下

期
は
ト
ラ
ク
タ
が
前
年
同

期
比
17
％
増
加
す
る
な
ど

５
機
種
で
増
加
し
、
９
１

６
０
億
円
（
同
４
％
増
）

と
予
測
す
る
。こ
の
結
果
、

今
年
度
合
計
で
は
１
兆
７

５
４
７
億
円
（
５
％
増
）

と
な
り
、
２
年
連
続
で
増

加
す
る
見
通
し
（
前
回
本

年
２
月
時
の
予
測
と
比
較

し
て
、
７
４
７
億
円
上
方

修
正
と
な
っ
た
）。

　

５
年
度
も
安
定
し
た
公

共
投
資
が
継
続
し
微
増
と

予
測
。
国
内
の
上
期
・
下

期
と
も
７
機
種
が
増
加

し
、
８
７
８
０
億
円
と
２

年
ぶ
り
の
増
加
を
予
測
。

輸
出
の
上
期
は
７
機
種
が

増
加
、
下
期
は
６
機
種
が

増
加
と
予
測
し
、
１
兆
８

３
８
５
億
円
と
な
り
、
５

年
度
合
計
は
２
兆
７
１
６

５
億
円
（
同
４
％
増
）
と

な
り
、
３
年
連
続
の
増
加

と
予
測
し
た
。

【需要予測結果の概要】
2022年度 2023年度

上期見込 下期予測 合計予測 上期予測 下期予測 合計予測

国内

金額（百万円） 390,700 474,000 864,700 397,100 480,900 878,000

前年同期比（%） 99 101 100 102 101 102

前回予測における
前年同期比（％） 102 101 102 ― ― ―

輸出

金額（百万円） 838,700 916,000 1,754,700 893,100 945,400 1,838,500

前年同期比（%） 107 104 105 106 103 105

前回予測における
前年同期比（％） 110 104 107 ― ― ―

合計

金額（百万円）1,229,400 1,390,000 2,619,400 1,290,200 1,426,300 2,716,500

前年同期比（%） 104 103 103 105 103 104

前回予測における
前年同期比（％） 107 103 105 ― ―― ―

注　補給部品は含みません。
　本資料は、一般社団法人日本建設機械工業会が、本年7月時点で正会員である建設機械
メーカ62社を対象に実施した需要予測結果を取りまとめたものです。

受注調査結果（7月）

1. 発注者別1. 発注者別 ２. 国内受注・地域ブロック別２. 国内受注・地域ブロック別

　

日
本
建
設
業
連
合
会

は
、
会
員
企
業
94
社
の
７

月
分
の
受
注
調
査
結
果
を

ま
と
め
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
国
内
受

注
は
９
０
１
０
億
円
で
前

年
同
期
比
１
・
３
％
減
と

な
っ
た
。
う
ち
民
間
は
６

６
７
０
億
円
で
４
・
２
％

の
増
、
官
公
庁
は
２
３
２

０
億
円
（
国
の
機
関
１
０

９
０
億
円
、
地
方
の
機
関

１
２
３
０
億
円
）
の
14
・

９
％
の
減
。
海
外
を
含
め

た
総
計
は
９
４
７
０
億
円

と
な
っ
た
。地
域
別
で
は
、

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
１
７
１

０
億
円
の
99
・
７
％
増
と

な
っ
た
。

日

建

連

建設受注９４７０億円建設受注９４７０億円

７月　近畿は９９・７％増７月　近畿は９９・７％増

建 設 新 報 （第三種郵便物認可）2022年（令和４年）９月６日（火）（３）



①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④概要・工期等（ ）

県
奈
良
土
木
事

務
所

　
　
（
８
月
25
日
・
一
般

競
争
入
札
、
８
月
31
日
契

約
）

　

▼
主
要
地
方
道
奈
良
精

華
線
中
山
歩
道
橋
補
修
工

事
（
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

事
業
（
地
方
道
大
型
構
造

物
補
修
））
５
―
Ｂ
―
１

―
３
号（
奈
良
市
中
山
町
）

＝
①
坂
内
造
園
土
木
②
７

９
４
万
６
０
０
０
円
（
比

９
０
１
万
１
０
０
０
円
）。

　
　
（
８
月
25
日
・
指
名

競
争
入
札
、
８
月
31
日
契

約
）

　

▼
主
要
地
方
道
奈
良
名

張
線
高
木
剪
定
工
事
（
道

路
施
設
維
持
修
繕
事
業
）

１
０
３
―
３
０
３
号
（
奈

良
市
高
畑
町
）
＝
①
西
岡

工
務
店
②
１
９
３
万
７
０

０
０
円
（
比
２
１
９
万
４

０
０
０
円
）。

　

▼
一
般
県
道
大
阪
枚
岡

奈
良
線
高
木
剪
定
工
事

（
道
路
施
設
維
持
修
繕
事

業
）
１
０
３
―
３
１
３
号

（
奈
良
市
帝
塚
山
６
丁
目

他
）
＝
①
真
興
建
設
②
１

６
６
万
７
０
０
０
円
（
比

１
８
８
万
８
０
０
０
円
）。

奈
良
市

　
　
（
８
月
31
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
都
祁
中
学
校
屋
内
運

動
場
屋
根
改
修
工
事
（
針

町
２
５
５
４
番
地
）
＝
①

三
和
建
設
②
５
４
８
０
万

円
（
予
６
６
２
７
万
円
）

③
廣
岡
建
設
、
広
成
、
大

倭
殖
産
、
林
設
備
工
業
、

住
都
営
繕
、
平
井
建
設
、

石
田
建
設
、
中
西
建
設
、

松
田
組
（
辞
退
）。

　

▼
市
営
住
宅
空
家
改
修

工
事
（
３
）
２
工
区
（
川

上
町
他
）
＝
①
西
田
建
設

②
３
５
６
万
４
０
０
０
円

（
予
４
２
２
万
円
）。

大
和
高
田
市
上

下
水
道
部

　
　
（
８
月
26
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
築
枝
大
谷
地
内
管
渠

工
事
（
９
）・
給
配
水
管

移
設
工
事（
Ｇ
09
）（
大
谷
）

＝
①
山
邊
組
②
３
９
７
０

万
円（
予
４
１
８
８
万
円
）

③
さ
ざ
ん
か
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
、成
和
興
業
④【
大

谷
管
渠
】
布
設
工
φ
２
０

０
㍉
Ｌ
１
７
２
・
９
㍍
、

マ
ン
ホ
ー
ル（
０
号
１
基
、

１
号
５
基
、
小
口
径
２

基
）、
取
付
管
及
び
桝
工

23
ヵ
所
、附
帯
工
１
式【
給

配
水
管
】
Ｇ
Ｘ
形
Ｄ
Ｉ
Ｐ

（
φ
１
５
０
㍉
Ｌ
84
㍍
、

φ
１
０
０
㍉
Ｌ
１
０
７

㍍
）、
仮
設
工
１
式
。
工

期
５
年
２
月
28
日
。

　

▼
築
枝
築
山
地
内
管
渠

工
事
（
６
）・
給
配
水
管

移
設
工
事（
Ｇ
06
）（
築
山
）

＝
①
さ
ざ
ん
か
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
②
３
５
３
８
万

７
０
０
０
円
（
予
３
７
２

５
万
円
）
③
成
和
興
業
、

太
田
建
設
、
山
邊
組
（
無

効
）
④
【
築
山
管
渠
】
小

口
径
低
耐
荷
力
圧
入
二
工

程
推
進
工
φ
２
０
０
㍉
Ｌ

62
・
６
㍍
、
立
坑
工
φ
１

５
０
０
㍉
１
基
、
地
盤
改

良
工
１
式
、
布
設
工
φ
２

０
０
㍉
Ｌ
１
０
９
・
５
㍍
、

マ
ン
ホ
ー
ル（
１
号
３
基
、

楕
円
１
基
、
小
口
径
５

基
）、
取
付
管
及
び
桝
工

17
ヵ
所
、附
帯
工
１
式【
給

配
水
管
】
Ｇ
Ｘ
形
Ｄ
Ｉ
Ｐ

φ
75
㍉
Ｌ
88
㍍
、
仮
設
工

１
式
。
工
期
前
同
。

　

▼
高
５
枝
東
中
１
丁
目

地
内
管
渠
工
事
（
20
）・

給
配
水
管
移
設
工
事
（
Ｇ

20
）（
東
中
１
丁
目
）
＝
①

Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ｅ
②
１
８
５

９
万
円
（
予
２
１
４
３
万

円
）
③
米
田
土
木
、
米
田

建
材
、
芳
川
建
設
、
金
森

土
木
、
協
和
建
設
、
森
村

工
務
店
、
金
森
建
設
、
栄

和
建
設
、大
和
、森
土
建
、

山
口
基
礎
、
松
長
建
設
④

５
年
１
月
31
日
。

　

▼
築
枝
築
山
地
内
管
渠

工
事
（
21
）・
給
配
水
管

移
設
工
事（
Ｇ
21
）（
築
山
）

＝
①
金
森
建
設
②
１
５
８

６
万
円
（
予
１
８
２
９
万

円
）
③
米
田
土
木
、
米
田

建
材
、
芳
川
建
設
、
金
森

土
木
、
協
和
建
設
、
森
村

工
務
店
、
山
口
基
礎
、
松

長
建
設
、
栄
和
建
設
、
大

和
、
森
土
建
、
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ

Ｔ
Ｅ
（
無
効
）
④
前
同
。

　

▼
築
枝
築
山
地
内
管
渠

工
事
（
10
）・
給
配
水
管

移
設
工
事（
Ｇ
10
）（
前
同
）

＝
①
芳
川
建
設
②
１
１
９

７
万
円
（
予
１
３
８
３
万

円
）
③
米
田
土
木
、
米
田

建
材
、
山
口
基
礎
、
松
長

建
設
、
森
土
建
、
金
森
土

木
、
協
和
建
設
、
森
村
工

務
店
、栄
和
建
設
、大
和
、

金
森
建
設
（
無
効
）、
Ｈ

Ａ
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ｅ
（
無
効
）
④

前
同
。

御
所
市
水
道
局

　
　
（
８
月
30
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
配
水
管
布
設
替
工
事

（
緊
急
）
３
工
区
御
水
施

第
11
号
（
北
十
三
）
＝
①

西
村
水
道
設
備
商
会
②
２

０
０
９
万
３
０
０
０
円

（
予
２
０
７
１
万
５
０
０

０
円
）③
仲
林
設
備
工
業
、

Ｗ
ｉ
ｔ
、
池
田
水
道
設
備

工
業
、岡
本
設
備
工
業
所
、

西
川
燃
料
、
池
口
設
備
工

業
、
藤
井
住
設
、
今
福
設

備
工
業
、
中
本
水
道
工
業

所
、
山
原
設
備
工
業
、
北

川
ガ
ス
。

　

▼
掖
上
地
区
配
水
管
布

設
替
工
事
２
工
区（
重
要
）

御
水
施
第
12
号
（
原
谷
・

柏
原
）
＝
①
今
福
設
備
工

業
②
１
８
４
１
万
円
（
予

１
９
８
０
万
円
）③
前
同
。

　

▼
配
水
管
移
設
工
事

（
下
水
）
御
水
施
第
１
３

号
（
東
辻
）
＝
①
北
川
ガ

ス
②
１
５
１
４
万
９
０
０

０
円
（
予
１
５
９
４
万
７

０
０
０
円
）
③
前
同
。

　

▼
配
水
管
移
設
工
事

（
下
水
）
御
水
施
第
１
４

号
（
蛇
穴
）
＝
①
中
本
水

道
工
業
所
②
１
２
０
９
万

円
（
予
１
２
７
２
万
９
０

０
０
円
）
③
前
同
。

　

▼
櫛
羅
地
区
配
水
管
布

設
替
工
事
２
工
区（
重
要
）

御
水
施
第
15
号
（
櫛
羅
）

＝
①
池
田
水
道
設
備
工
業

②
１
１
７
４
万
４
０
０
０

円
（
予
１
２
１
０
万
８
０

０
０
円
）
③
前
同
。

　

▼
配
水
管
布
設
替
工
事

（
ダ
ク
）
御
水
施
第
16
号

（
本
町
）
＝
①
Ｗ
ｉ
ｔ
②

４
２
０
万
円
（
予
４
２
９

万
２
０
０
０
円
）。

県
中
和
土
木
事

務
所

　
　
（
８
月
25
日
・
指
名

競
争
入
札
、
８
月
31
日
契

約
）

　

▼
天
理
王
寺
線
舗
装
補

修
工
事
（
道
路
整
備
（
通

常
分
）（
臨
時
））
４
０
４

―
１
号
（
川
西
町
保
田
）

＝
①
吉
田
舗
装
②
８
０
８

万
５
０
０
０
円
（
比
９
０

８
万
２
０
０
０
円
）。

県
建
設
業
・
契

約
管
理
課

　
　
（
８
月
23
日
・
一
般

競
争
入
札
、
９
月
２
日
契

約
）

　

▼
産
業
振
興
総
合
セ
ン

タ
ー
新
館
ロ
ビ
ー
棟
屋
上

防
水
及
び
屋
根
等
改
修
工

事
第
４
―
23
号
（
奈
良
市

柏
木
町
）
＝
①
的
場
工
務

店
②
２
４
６
６
万
３
０
０

０
円（
比
２
７
１
３
万
円
）

③
新
和
建
設
④
新
館
ロ
ビ

ー
棟
（
Ｓ
造
４
階
建
延
べ

面
積
８
０
１
平
方
㍍
）
屋

上
防
水
・
屋
根
等
改
修
工

事
、関
連
す
る
内
装
工
事
、

前
記
に
伴
う
電
気
設
備
工

事
。
設
計
は
小
林
建
築
事

務
所
が
担
当
。
工
期
５
年

２
月
17
日
。

　
　
（
８
月
24
日
・
一
般

競
争
入
札
、
８
月
31
日
契

約
）

　

▼
県
営
住
宅
六
条
山
団

地
集
会
所
改
築
工
事
（
県

営
住
宅
環
境
改
善
事
業

（
耐
震
）（
補
助
分
））
第
４

―
13
号（
奈
良
市
六
条
西
）

＝
①
田
原
建
設
（
評
価
値

12
・
１
８
０
）
②
９
２
６

４
万
８
０
０
０
円
（
比
１

億
１
１
６
万
円
）
③
米
杉

建
設
④
新
築
工
事
（
集
会

所
棟
Ｓ
造
平
屋
建
延
べ
面

積
１
４
３
・
75
平
方
㍍
）、

解
体
撤
去
工
事
（
集
会
所

棟
Ｓ
造
平
屋
建
延
べ
面
積

１
２
０
・
89
平
方
㍍
）、

前
記
に
伴
う
電
気
・
機
械

設
備
工
事
。
設
計
は
伸
構

造
事
務
所
が
担
当
。
工
期

５
年
８
月
１
日
。

　
　
（
８
月
25
日
・
一
般

競
争
入
札
、
９
月
６
日
契

約
）

　

▼
雨
量
観
測
シ
ス
テ
ム

改
修
工
事
（
防
災
・
安
全

交
付
金
事
業（
土
砂
災
害
・

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備

事
業
））
第
８
―
１
―
１

号（
奈
良
市
下
狭
川
町
他
）

＝
①
マ
ル
ツ
電
波
（
評
価

値
61
・
９
８
８
）
②
１
億

７
１
０
０
万
円
（
比
１
億

７
１
４
８
万
円
）
③
マ
ル

ツ
電
波
の
み
④
雨
量
観
測

局
Ｉ
Ｐ
化
20
局
。
設
計
は

国
際
航
業
が
担
当
。
工
期

５
年
５
月
31
日
。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④履行期限等（ ）

県
建
設
業
・
契

約
管
理
課

　
　
（
８
月
23
日
・
一
般

競
争
入
札
、
９
月
５
日
契

約
）

　

▼
産
業
振
興
総
合
セ
ン

タ
ー
新
館
ロ
ビ
ー
棟
屋
上

防
水
及
び
屋
根
等
改
修
工

事
監
理
業
務
委
（
監
）
第

４
―
25
号
（
奈
良
市
柏
木

町
）
＝
①
三
都
設
計
②
２

４
９
万
円
（
比
３
０
５
万

円
）③
吉
井
建
築
事
務
所
、

ワ
ー
ル
ド
設
計
④
新
館
ロ

ビ
ー
棟
（
Ｓ
造
４
階
建
延

べ
面
積
８
０
１
平
方
㍍
）

屋
上
防
水
・
屋
根
等
改
修

工
事
、
関
連
す
る
内
装
工

事
、
前
記
に
伴
う
電
気
設

備
工
事
に
係
る
監
理
業

務
。
委
託
期
間
５
年
２
月

17
日
。

　
　
（
８
月
24
日
・
一
般

競
争
入
札
、
９
月
１
日
契

約
）

　

▼
県
営
住
宅
六
条
山
団

地
集
会
所
改
築
工
事
監
理

業
務
（
県
営
住
宅
環
境
改

善
事
業
（
耐
震
）（
補
助

分
））
委
（
監
）
第
４
―

17
号
（
奈
良
市
六
条
西
）

＝
①
ワ
ー
ル
ド
設
計
②
４

６
１
万
円
（
比
４
６
１
万

円
）
③
ワ
ー
ル
ド
設
計
の

み
④
新
築
工
事
（
集
会
所

棟
Ｓ
造
平
屋
建
延
べ
面
積

１
４
３
・
75
平
方
㍍
）、

解
体
撤
去
工
事
（
集
会
所

棟
Ｓ
造
平
屋
建
延
べ
面
積

１
２
０
・
89
平
方
㍍
）、

前
記
に
伴
う
電
気
・
機
械

設
備
工
事
に
係
る
監
理
業

務
。
委
託
期
間
５
年
８
月

１
日
。

　
　
（
８
月
25
日
・
一
般

競
争
入
札
、
９
月
２
日
契

約
）

　

▼
県
営
住
宅
平
城
団
地

集
会
所
耐
震
・
大
規
模
改

修
工
事
監
理
業
務
（
県
営

住
宅
環
境
改
善
事
業
（
耐

震
）（
補
助
分
）
及
び
県
営

住
宅
環
境
改
善
事
業
（
補

助
分
））
委
（
監
）
第
４

―
26
号（
奈
良
市
秋
篠
町
）

＝
①
礎
建
築
事
務
所
②
３

１
６
万
円
（
比
３
１
６
万

円
）
③
礎
建
築
事
務
所
の

み
④
集
会
所
（
Ｓ
造
平
屋

建
延
べ
面
積
１
５
３
平
方

㍍
）
耐
震
改
修
工
事
、
大

規
模
改
修
工
事
、
前
記
に

伴
う
電
気
・
機
械
設
備
工

事
に
係
る
監
理
業
務
。
委

託
期
間
12
月
26
日
。

県
奈
良
土
木
事

務
所

　
　
（
８
月
25
日
・
一
般

競
争
入
札
、
８
月
31
日
契

約
）

　

▼
一
級
河
川
能
登
川
地

質
調
査
業
務
委
託（
防
災
・

安
全
社
会
資
本
整
備
交
付

金
事
業
（
広
域
河
川
）（
加

速
化
対
策
分
）（
国
補
正
）

他
）
繰
補
１
―
１
―
委
―

２
他
号
（
奈
良
市
南
京
終

町
）
＝
①
大
同
ソ
イ
ル
②

６
３
８
万
円
（
比
７
９
１

万
円
）
③
太
洋
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
、
原
田
鑿
井
設

備
工
業
所
、
萬
力
調
査
、

阪
神
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、

イ
ン
テ
コ
、
第
一
測
量
設

計
所
、
シ
ー
ド
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
三
協
エ
ン
ジ
ニ

ア
、
セ
イ
ワ
コ
ン
サ
ル
、

天
理
技
研
、
ス
キ
ャ
ド
ロ

ン
、
ト
ッ
プ
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
ノ
ア
技
術
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
英
晃
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ア
ル
プ

ス
、
ウ
ィ
ズ
テ
ッ
ク
、
奈

良
地
質
、
大
聖
ソ
イ
ル
リ

サ
ー
チ
、ラ
ン
ド
・
エ
コ
、

奈
良
技
研
、
ヨ
シ
ノ
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
④
ボ
ー
リ
ン

グ
５
ヵ
所
、
標
準
貫
入
試

験
１
式
、
孔
内
水
平
載
荷

試
験
１
式
、
室
内
土
質
試

験
１
式
。
委
託
期
間
11
月

30
日
。

　
　
（
８
月
25
日
・
指
名

競
争
入
札
、
８
月
31
日
契

約
）

　

▼
一
般
県
道
月
瀬
三
ヶ

谷
線
イ
ケ
ズ
橋
橋
梁
補
修

設
計
業
務
委
託
（
道
路
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
（
地
方

道
橋
り
ょ
う
修
繕
））
３

―
Ｂ
―
１
―
委
―
２
号

（
奈
良
市
月
ヶ
瀬
月
瀬
）

＝
①
ス
リ
ー
エ
ス
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
②
６
０
５
万
円

（
比
７
５
２
万
円
）
③
日

建
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
浪
速
技
研
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
中
央
開
発
、
エ

イ
ト
日
本
技
術
開
発
、
吹

上
技
研
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
内
外
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
、日
本
イ
ン
シ
ー
ク
、

近
代
設
計
、
大
日
本
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
ニ
ュ
ー
ジ

ェ
ッ
ク
、
キ
ミ
コ
ン
、
中

央
復
建
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

（
辞
退
）、
建
設
技
術
研
究

所
（
辞
退
）
④
５
年
２
月

28
日
。

五
條
市

　
　
（
８
月
31
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
市
道
上
之
３
号
線
道

路
改
良
工
事
に
伴
う
支
障

物
件
補
償
調
査
業
務
委
託

２
２
０
２
０
１
４
号
（
北

山
町
〈
市
道
上
之
３
号

線
〉）
＝
①
五
星
②
１
６

９
万
８
０
０
０
円
（
予
２

１
８
万
円
）
③
日
本
振
興

（
失
格
）、
た
か
の
建
築
事

務
所
、
三
和
綜
合
コ
ン
サ

ル
、
南
海
測
量
設
計
、
大

阪
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
、
産
業
工
学

研
究
所
、
か
ん
こ
う
、
フ

ァ
ノ
バ
、
西
播
設
計
、
ア

イ
テ
ク
ノ
、
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ｉ

Ｎ
、
福
田
総
合
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
吹
上
技
研
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
（
辞
退
）
④

11
月
30
日
。

　

▼
公
共
下
水
道
新
設
工

事
に
伴
う
家
屋
等
事
前
調

査
業
務
委
託
２
２
０
２
０

１
５
号
（
野
原
西
４
丁
目

〈
上
之
段
町
付
近
〉）
＝
①

間
瀬
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
②

７
２
０
万
４
０
０
０
円

（
予
９
３
２
万
円
）
③
倉

田
総
合
鑑
定
（
失
格
）、

南
海
測
量
設
計
、
キ
ミ
コ

ン
、
エ
イ
ト
日
本
技
術
開

発
、
平
和
Ｉ
Ｔ
Ｃ
、
日
本

振
興
、
公
共
補
償
設
計
、

た
か
の
建
築
事
務
所
、
中

央
ク
リ
エ
イ
ト
、
吹
上
技

研
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
中

央
復
建
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
、
弘
洋
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
、
な
ん
ば
技
研
、
キ
タ

イ
設
計（
辞
退
）④
前
同
。

県
中
和
土
木
事

務
所

　
　
（
８
月
25
日
・
指
名

競
争
入
札
、
８
月
31
日
契

約
）

　

▼
曽
我
川
護
岸
詳
細
設

計
業
務
委
託
（
臨
単
河
川

改
良
）
Ｃ
―
２
０
１
―
委

―
１
号（
橿
原
市
曽
我
町
）

＝
①
ノ
ア
技
術
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
②
３
６
３
万
円

（
比
４
５
２
万
円
）
③
五

洋
設
計
、
三
協
エ
ン
ジ
ニ

ア
、
天
理
技
研
、
ス
キ
ャ

ド
ロ
ン
、
英
晃
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
大
和
測
量
設
計

事
務
所
、
ア
ル
プ
ス
、
ウ

ィ
ズ
テ
ッ
ク
、
太
洋
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
阪
神
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
イ
ン
テ

コ
、
三
和
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
ト
ッ
プ
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
ウ
エ
ル
ア
ッ

プ
、
奈
良
技
研
（
辞
退
）

④
５
年
１
月
31
日
。

　

▼
三
輪
山
線
立
体
横
断

施
設
景
観
検
討
業
務
委
託

（
無
電
柱
化（
都
づ
く
り
）

（
国
補
正
）
他
）
繰
１
―

Ｇ
３
―
補
―
委
―
６
他
号

（
桜
井
市
三
輪
）
＝
①
復

建
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

②
６
８
５
万
円
（
比
８
５

３
万
円
）
③
長
大
、
ウ
エ

ス
コ
、
東
洋
技
研
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
大
日
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
セ
ン
ト
ラ
ル

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
八
千

代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
、

中
央
復
建
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
、
東
京
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
大
日
本
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、日
本
工
営（
辞

退
）、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ツ（
辞
退
）、

国
際
航
業
（
辞
退
）、
建

設
技
術
研
究
所（
辞
退
）、

エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発

（
辞
退
）④
５
年
２
月
28
日
。

　

▼
脇
本
Ａ
沢
一
般
構
造

物
詳
細
設
計
委
託（
防
災
・

安
全
（
重
点
・
砂
防
）
他
）

繰
41
―
１
―
委
―
６
他
号

（
桜
井
市
黒
崎
）
＝
①
ア

ジ
ア
航
測
②
６
６
９
万
円

（
比
８
３
３
万
円
）
③
基

礎
地
盤
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
、
内
外
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
、
ダ
イ
ヤ
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
オ
オ
バ
、
キ
タ

イ
設
計
、
ス
リ
ー
エ
ス
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
中
央
開

発
、
エ
ル
ク
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
復
建
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
太
洋
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
、
日
建
技
術

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
エ
ー

ス
、
国
土
防
災
技
術
、
キ

ミ
コ
ン
④
５
年
３
月
24
日
。

奈
良
市

　
　
（
８
月
31
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

設
計
業
務
委
託
（
西
部
第

７
３
１
号
線
（
高
槻
橋
）

他
）（
中
町
他
）
＝
①
弘
洋

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
②
２
１

８
０
万
４
０
０
０
円
（
予

２
９
７
５
万
円
）
③
新
土

木
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
ス
リ
ー
エ
ス
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
、
イ
ン
テ
コ
、

Ｃ
Ｔ
Ｉ
ウ
イ
ン
グ
、
日
建
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技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

近
畿
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
、
エ
イ
ト
日
本
技
術
開

発
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日

本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
キ

タ
イ
設
計
（
辞
退
）、
サ

ン
コ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
辞
退
）、五
星
（
辞
退
）、

間
瀬
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
辞
退
）、
写
測
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
（
辞
退
）、
阪

神
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
（
辞

退
）
④
橋
梁
長
寿
命
化
修

繕
設
計
１
式
、高
槻
橋（
車

道
橋
・
側
道
橋
）
28
・
８

㍍
他
５
橋
。
委
託
期
間
５

年
３
月
17
日
。

公告・公示情報
（工 事）

公告・公示情報
（工 事）

①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
五
條
土
木
事
務
所

（
総
合
評
価
落
札
方

式
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
８
月

31
日
公
告
）

　

▽
川
原
樋
川
残
土
処
分

場
仮
橋
下
部
工
事
（
新
宮

川
水
系
堆
積
土
砂
処
分
推

進
事
業
（
緊
急
浚
渫
））

Ｓ
Ｇ
―
１
Ｔ
―
２
―
３
号

（
五
條
市
大
塔
町
清
水
）

＝
①
入
札
参
加
申
込
書
の

提
出
９
月
12
日
ま
で
（
技

術
提
案
書
の
提
出
９
月
22

日
ま
で
、
入
札
書
・
入
札

金
額
の
内
訳
書
及
び
配
置

予
定
技
術
者
等
申
告
書
の

提
出
期
間
10
月
11
日
〜
17

日
）
②
10
月
18
日
③
土
木

工
事
業
の
特
定
建
設
業
許

可
。
土
木
１
式
の
登
録
。

Ａ
等
級
（
Ａ
１
グ
ル
ー
プ

を
含
む
）。
建
設
業
法
に

基
づ
く
「
土
木
工
事
業
」

の
許
可
を
受
け
て
い
る
本

店
が
県
内
に
あ
り
、
県
建

設
工
事
等
競
争
入
札
参
加

資
格
を
有
す
る
こ
と
―
な

ど
④
工
事
延
長
74
㍍
、
鋼

製
下
部
工
４
基
、（
鋼
管

杭
工
14
本
）。
設
計
は
日

建
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
担
当
。
工
期
５
年
６
月

30
日
⑤
予
９
２
６
３
万
８

７
０
０
円
込
、
調
８
３
８

８
万
２
７
０
０
円
込
。

県
中
和
公
園
事
務
所

（
総
合
評
価
落
札
方

式
〈
防
災
減
災
国
土

強
靭
化
対
策
型
〉
一

般
競
争
入
札
〈
電
子

入
札
〉
８
月
31
日
公

告
）

　

▽
竜
田
公
園
堂
山
園
地

周
辺
公
園
施
設
整
備
工
事

（
補
助
都
市
計
画
公
園
事

業
（
社
会
資
本
））
第
繰

７
１
１
補
―
３
他
号
（
斑

鳩
町
稲
葉
車
瀬
・
龍
田
南
）

＝
①
入
札
参
加
申
込
書
の

提
出
９
月
12
日
ま
で
（
技

術
提
案
書
の
提
出
９
月
22

日
ま
で
、
入
札
書
及
び
入

札
金
額
の
内
訳
書
の
提
出

期
間
10
月
12
日
〜
18
日
）

②
10
月
19
日
③
土
木
工
事

業
の
特
定
建
設
業
許
可
。

土
木
１
式
の
登
録
。
Ａ
等

級
（
Ａ
１
グ
ル
ー
プ
を
除

く
）。
建
設
業
法
に
基
づ

く
「
土
木
工
事
業
」
の
許

可
を
受
け
て
い
る
本
店
が

県
内
に
あ
り
、
県
建
設
工

事
等
競
争
入
札
参
加
資
格

を
有
す
る
こ
と
―
な
ど
④

工
事
延
長
３
１
４
㍍
、
植

栽
工
（
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
）

36
本
、
脱
色
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
工
７
３
０
平
方

㍍
、
転
落
防
止
柵
工
２
９

５
㍍
、
健
康
遊
具
４
基
。

設
計
は
キ
タ
イ
設
計
が
担

当
。
工
期
５
年
３
月
24
日

⑤
予
６
３
６
５
万
７
０
０

０
円
込
、
調
５
７
７
７
万

７
５
０
０
円
込
。

西
日
本
高
速
道
路
関

西
支
社
（
総
合
評
価

落
札
方
式
一
般
競
争

入
札
〈
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対

象
〉〈
電
子
入
札
〉
８

月
31
日
公
告
）

　

▽
大
和
北
道
大
江
第
一

高
架
橋
他
４
橋（
下
部
工
）

工
事
（
大
和
郡
山
市
美
濃

庄
町
〜
発
志
院
町
）
＝
①

申
請
書
等
及
び
入
札
前
価

格
見
積
書
の
提
出
９
月
28

日
ま
で
（
入
札
書
の
提
出

期
限
12
月
７
日
11
時
）
②

12
月
８
日
③
西
日
本
高
速

道
路
株
式
会
社
工
事
一
般

競
争
（
指
名
競
争
）
参
加

資
格
の
う
ち
、
土
木
工
事

の
資
格
を
有
し
、
か
つ
、

当
該
資
格
の
認
定
の
際
に

算
定
さ
れ
た
客
観
的
事
項

に
係
る
点
数
が
１
２
５
０

点
以
上
で
あ
る
者
。
ま
た

は
、
こ
の
条
件
を
満
た
す

２
者
で
構
成
さ
れ
た
Ｊ

Ｖ
。
平
成
19
年
度
以
降
に

元
請
け
と
し
て
完
成
・
引

渡
し
が
完
了
し
た
同
種
工

事
（
躯
体
高
さ
〈
フ
ー
チ

ン
グ
下
端
か
ら
橋
脚
ま
た

は
橋
台
の
天
端
ま
で
の
高

さ
〉
10
㍍
以
上
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
橋
台
ま
た
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
橋
脚
の
工
事
及

び
オ
ー
ル
ケ
ー
シ
ン
グ
工

法
に
よ
り
施
工
し
た
杭
長

25
㍍
以
上
の
場
所
打
ち
杭

の
工
事
）
の
施
工
実
績
を

有
す
る
こ
と
。
特
定
Ｊ
Ｖ

に
あ
っ
て
は
、
構
成
す
る

代
表
者
が
同
種
工
事
の
施

工
実
績
を
有
し
、
代
表
者

以
外
の
構
成
員
は
、
同
種

工
事
若
し
く
は
躯
体
高
さ

（
フ
ー
チ
ン
グ
下
端
か
ら

橋
脚
ま
た
は
橋
台
の
天
端

ま
で
の
高
さ
）
５
㍍
以
上

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
台
ま

た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
脚

の
工
事
の
施
工
実
績
を
有

す
る
こ
と
―
な
ど
④
大
和

北
道
路
大
和
郡
山
北
Ｉ
Ｃ

（
南
向
き
）
〜
大
和
郡
山

Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
間
の
美
濃

庄
第
二
高
架
橋
か
ら
大
江

第
三
高
架
橋
ま
で
に
お
け

る
橋
梁
下
部
工
、
函
渠
工

（
既
存
Ｂ
Ｏ
Ｘ
延
伸
）
を

含
む
土
木
工
事
（
延
長
９

０
０
㍍
〈
橋
梁
９
０
０

㍍
〉、
橋
梁
下
部
工
橋
脚

19
基
〈
Ｈ
12
・
０
㍍
〜

14
・
６
㍍
〉、
基
礎
杭
１

万
４
０
０
㍍
〈
場
所
打
ち

杭
φ
１
２
０
０
㍉
Ｌ
22
・

０
〜
32
・
５
㍍
ｎ
３
４
７

本
〉、
函
渠
工
８
基
〈
国

道
24
号
〉）。
使
用
す
る
主

要
な
資
機
材
は
コ
ン
ク
リ

ー
ト
約
１
万
７
０
０
０
立

方
㍍
、
鉄
筋
約
３
０
０
０

㌧
。
工
期
１
２
０
０
日
間

（
工
事
開
始
期
限
５
年
１

月
１
日
）
⑤
不
落
札
協
議

対
象
。
余
裕
期
間
設
定
工

事
。
契
約
後
Ｖ
Ｅ
方
式
試

行
。
単
価
表
の
提
出
を
求

め
る
工
事
。
総
価
単
価
契

約
の
対
象
。
労
働
者
確
保

に
要
す
る
間
接
費
の
設
計

変
更
試
行
。
入
札
前
価
格

見
積
方
式
の
対
象
。
概
略

発
注
方
式
の
対
象
。
週
休

２
日
促
進
工
事
（
発
注
者

指
定
方
式
）。
工
事
工
程

表
の
開
示
工
事
。

桜
井
市
（
事
後
審
査

型
条
件
付
一
般
競
争

入
札
〈
電
子
入
札
〉

９
月
１
日
公
告
）

　

▽
桜
井
市
公
共
下
水
道

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事
業
（
第
１
処
理
区
）
マ

ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
施
設
改

築
工
事
下
水
工
第
７
号

（
豊
田
）
＝
①
入
札
参
加

資
格
確
認
申
請
書
等
の
提

出
９
月
８
日
ま
で
（
入
札

書
の
提
出
期
間
９
月
21
日

〜
29
日
）
②
９
月
30
日
③

機
械
器
具
設
置
工
事
業
及

び
電
気
工
事
業
の
一
般
建

設
業
ま
た
は
特
定
建
設
業

許
可
。
機
械
器
具
設
置
工

事
業
者
及
び
電
気
工
事
業

者
―
な
ど
④
入
札
公
告
参

照
⑤
予
１
９
３
８
万
２
０

０
０
円
、
低
１
７
４
３
万

８
０
０
０
円
。

　

▽
道
路
舗
装
補
修
工
事

土
維
第
14
号
（
豊
前
・
大

西
）
＝
①
前
同
②
前
同
③

舗
装
工
事
事
業
の
一
般
建

設
業
ま
た
は
特
定
建
設
業

許
可
。市
内
業
者
。舗
装
。

Ａ
ラ
ン
ク
―
な
ど
④
入
札

公
告
参
照
⑤
予
１
８
６
０

万
９
０
０
０
円
、
低
１
６

２
４
万
円
。

　

▽
桜
井
市
公
共
下
水
道

整
備
事
業
池
之
内
枝
線
管

渠
築
造
工
事
令
４
―
第
２

工
区
下
水
工
第
６
号
（
東

新
堂
）
＝
①
前
同
②
前
同

③
土
木
工
事
業
の
一
般
建

設
業
ま
た
は
特
定
建
設
業

許
可
。市
内
業
者
。土
木
１

式
。
Ｃ
ラ
ン
ク
―
な
ど
④

入
札
公
告
参
照
⑤
予
１
２

９
６
万
５
０
０
０
円
、
低

１
１
３
０
万
５
０
０
０
円
。

公告・公示情報
（業務等）

公告・公示情報
（業務等）
①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
建
設
業
・
契
約
管

理
課
（
一
般
競
争
入

札
〈
電
子
入
札
〉
８

月
31
日
公
告
）

　

▽
平
城
宮
跡
歴
史
公
園

朱
雀
大
路
東
側
地
区
嘱
託

登
記
業
務
委
託
（
平
城
宮

跡
の
利
活
用
推
進
事
業

（
東
側
地
区
・
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
）
他
）

第
３
３
２
―
委
―
２
号
他

（
奈
良
市
二
条
大
路
南
３

丁
目
）
＝
①
入
札
書
の
提

出
９
月
21
日
ま
で
②
９
月

22
日
③
県
土
地
家
屋
調
査

士
会
の
会
員
ま
た
は
主
た

る
事
務
所
の
所
在
地
が
県

内
に
存
す
る
公
共
嘱
託
登

記
土
地
家
屋
調
査
士
協

会
。
県
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
の
そ
の
他

部
門
「
土
地
家
屋
調
査
」

に
登
録
し
て
い
る
こ
と
。

登
録
所
在
地
が
県
奈
良
土

木
事
務
所
ま
た
は
県
郡
山

土
木
事
務
所
管
内
で
あ
る

こ
と
―
な
ど
④
平
城
宮
跡

歴
史
公
園
朱
雀
大
路
東
側

地
区
に
お
け
る
土
地
の
分

筆
に
係
る
測
量
及
び
登
記

業
務
。
委
託
期
間
５
年
３

月
24
日
⑤
予
１
万
７
１
４

９
円
込
、
低
１
万
２
８
９

円
込
。

県
高
田
土
木
事
務
所

（
施
工
体
制
確
認
型

一
般
競
争
入
札
〈
電

子
入
札
〉
８
月
31
日

公
告
）

　

▽
中
和
幹
線
他
道
路
台

帳
整
備
測
量
委
託
（
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業（
道
路
改
良
）他
）
第
繰

０
―
１
―
Ａ
１
―
３
―
委

１
他
号（
広
陵
町
大
塚
他
）

＝
①
入
札
書
の
提
出
９
月

20
日
ま
で
②
９
月
21
日
③

県
建
設
工
事
等
競
争
入
札

参
加
資
格
の
う
ち
測
量
業

務
に
登
録
を
受
け
、
Ａ
等

級
Ａ
１
グ
ル
ー
プ
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
。
県
内
に
本
店
を
有
し

て
い
る
こ
と
―
な
ど
④
現

地
測
量
０
・
０
３
４
平
方

㌔
㍍
、道
路
台
帳
補
正
０
・

93
㌔
㍍
。
委
託
期
間
５
年

２
月
28
日
⑤
予
６
４
３
万

５
０
０
０
円
込
、
低
５
３

３
万
５
０
０
０
円
込
。

葛
城
市
（
条
件
付
一

般
競
争
入
札
〈
事
後

審
査
型
〉〈
郵
便
入

札
〉８
月
31
日
公
告
）

　

▽
家
屋
評
価
支
援
業
務

（
市
内
）
＝
①
入
札
参
加

表
明
書
の
提
出
９
月
12
日

ま
で
（
入
札
書
到
着
期
限

９
月
27
日
）
②
９
月
28
日

③
過
去
１
年
間
に
同
市
・

県
ま
た
は
そ
の
他
の
地
方

公
共
団
体
と
当
該
入
札
と

種
類
及
び
規
模
を
ほ
ぼ
同

じ
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
契

約
を
締
結
し
か
つ
こ
れ
ら

を
誠
実
に
履
行
し
た
者
で

あ
る
こ
と
。
本
店
・
支
店

ま
た
は
営
業
所
が
県
内
に

あ
る
こ
と
―
な
ど
④
地
方

税
法
に
お
け
る
固
定
資
産

税
の
課
税
客
体
で
あ
る
家

屋
を
総
務
大
臣
の
告
示
し

た「
固
定
資
産
評
価
基
準
」

に
基
づ
き
適
正
に
評
価
す

る
と
と
も
に
家
屋
評
価
業

務
に
関
し
て
技
術
的
・
専

門
的
知
識
の
支
援
を
行

う
。
委
託
期
間
５
年
３
月

31
日
⑤
予
６
７
９
万
９
０

０
０
円
。

県
五
條
土
木
事
務
所

（
総
合
評
価
落
札
方

式
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
８
月

31
日
公
告
）

　

▽
一
般
国
道
１
６
８
号

新
天
辻
工
区
第
１
号
ト
ン

ネ
ル
掘
削
計
画
検
討
業
務

委
託
（
地
域
連
携
道
路
事

業
（
都
づ
く
り
））
１
―

４
―
委
７
号
（
五
條
市
大

塔
町
阪
本
〜
西
吉
野
町
立

川
渡
）
＝
①
入
札
参
加
申

込
書
の
提
出
９
月
８
日
ま

で
（
技
術
提
案
書
の
提
出

９
月
22
日
ま
で
、
入
札
書

及
び
業
務
委
託
費
内
訳
書

の
提
出
期
間
10
月
19
日
〜

25
日
）
②
10
月
26
日
③
県

建
設
工
事
等
競
争
入
札
参

加
資
格
の
う
ち
、
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト（「
道
路
」

か
つ
「
ト
ン
ネ
ル
」
か
つ

「
土
質
及
び
基
礎
」）
部
門

ま
た
は（「
道
路
」か
つ「
ト

ン
ネ
ル
」
か
つ
「
地
質
」）

部
門
の
資
格
を
有
す
る
こ

と
。
県
内
に
営
業
所
を
有

す
る
こ
と
―
な
ど
④
掘
削

計
画
検
討
１
式
、
ト
ン
ネ

ル
点
検
１
式
。
委
託
期
間

５
年
12
月
18
日
⑤
予
４
６

３
１
万
円
込
、
調
３
７
１

９
万
１
０
０
０
円
込
。

近
畿
中
国
森
林
管
理

局
奈
良
森
林
管
理
事

務
所
（
一
般
競
争
入

札
〈
電
子
入
札
〉
８

月
31
日
公
告
）

　

▽
大
和
三
山
風
景
林
外

修
景
伐
採
事
業
（
橿
原
市

畝
傍
町
〈
畝
傍
山
国
有
林

30
い
林
小
班
外
〉、
木
原

町
〈
耳
成
山
国
有
林
28
い

林
小
班
外
〉、南
浦
町
〈
香

久
山
国
有
林
29
い
１
林
小

班
外
〉、
高
取
町
〈
高
取

山
国
有
林
51
イ
林
小
班
〉）

＝
①
競
争
参
加
資
格
確
認

書
類
等
の
提
出
９
月
14
日

ま
で
（
入
札
書
の
提
出
期

間
９
月
30
日
〜
10
月
４
日

10
時
）
②
10
月
４
日
③
全

省
庁
統
一
資
格
の
役
務
の

提
供
等
の
う
ち「
そ
の
他
」

を
有
し
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
ま

た
は
Ｄ
等
級
に
格
付
け
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

競
争
参
加
地
域
が
近
畿
地

域
に
登
録
さ
れ
た
者
。
本

競
争
入
札
に
付
す
る
業
務

と
同
種
ま
た
は
類
似
の
事

業
（
保
育
間
伐
〈
活
用
型
、

存
置
型
〉〈
本
数
調
整
伐
を

含
む
〉
及
び
衛
生
伐
事
業

ま
た
は
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク

イ
ム
シ
駆
除
〈
伐
倒
作
業

を
含
む
〉、
松
く
い
虫
駆

除〈
伐
倒
作
業
を
含
む
〉、

危
険
木
処
理
の
い
ず
れ
か

を
実
施
し
た
実
績
〈
国
有

林
野
事
業
発
注
以
外
の
事

業
を
含
み
、
下
請
に
係
る

実
績
も
含
む
〉）
を
有
す

る
こ
と
―
な
ど
④
図
書
の

と
お
り
。
委
託
期
間
処
理

方
法
一
覧
表
に
示
す
と
お

り
。県

立
磯
城
野
高
等
学

校
（
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
９
月

１
日
公
告
）

　

▽
奈
良
県
立
磯
城
野
高

等
学
校
特
別
教
室
棟
馴
化

育
成
室
空
調
機
修
繕
（
田

原
本
町
２
５
８
〈
磯
城
野

高
等
学
校
敷
地
内
〉）
＝

①
入
札
参
加
資
格
確
認
申

請
９
月
９
日
ま
で
（
入
札

書
の
提
出
９
月
26
日
10
時

ま
で
）
②
９
月
26
日
③
物

品
購
入
等
に
係
る
競
争
入

札
の
参
加
資
格
等
に
関
す

る
規
程
に
よ
る
競
争
入
札

参
加
資
格
者
の
う
ち
、
営

業
種
目
「
Ｇ
１
電
気
設
備

機
器
」
に
登
録
を
し
て
い

る
者
で
あ
る
こ
と
。
電
気

工
事
業
の
一
般
建
設
業
許

可
ま
た
は
特
定
建
設
業
許

可
―
な
ど
④
空
調
機
修

繕
。委
託
期
間
10
月
31
日
。
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本 川 ・ 支 川 に 清 流 を 甦 ら せ よ う ！本 川 ・ 支 川 に 清 流 を 甦 ら せ よ う ！
総 合 建 設 業
奈良県知事許可（特－29）第１５４７３号
土木・建築・注文住宅・増改築・分譲マンション事業

〒６３９－１１２３ 大和郡山市筒井町51番地3
ＴＥＬ.0743－59－1281㈹ ＦＡＸ.0743－59－1284
E -m a i l : f k k@ f u j i m o t o k e n s e t u . c o . j p

本 社

代表取締役 藤 本 正 義

総合建設業

奈良県五條市霊安寺町２１５７番地の２
ＴＥＬ（０７４７）２４－５９０１　ＦＡＸ（０７４７）２４－５９０２
E - m a i l n i s h i y o s h i @ k c n . j p
U R L h t t p s : / / n i s h i y o s h i . c o m /

〒６３７－００３５

代表取締役 西 田 吾 一

MSA-QS-4569
MSA-ES-1883

MSA-SS-435

総 合 建 設 業

奈良県大和郡山市今国府町２８８－１
Ｔ Ｅ Ｌ ： ０ ７ ４ ３ － ５ ６ － １ ２ ３ ２
Ｆ Ａ Ｘ ： ０ ７ ４ ３ － ５ ６ － １ ２ ３ ３
E -m a i l： a k k@m 5 . k c n . n e . j p

〒６３９－１０３１

ＩＳＯ９００１／１４００１認証取得

代表取締役 赤 木 捷 二

奈良県環境緑化協同組合
官公需適格組合　近畿第109号
奈良県知事許可（特－1）第1 3 2 7 4号

代 表 理 事 野 島 松 雄
組 合 員 一 同

奈 良 県 生 駒 市 小 明 町 ４ ４ ７ － ２
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ３ （ ７ ５ ） ０ ６ ３ ８

～こころへ、そして未来へ～

〒 6 3 8 - 0 8 1 2 　奈良県吉野郡大淀町桧垣本1 5 8 9
T E L 0 7 4 7 - 5 2 - 3 5 3 5 　 F A X 0 7 4 7 - 5 4 - 2 2 0 0
E - m a i l ： i n f o @ m o r i s h i t a g u m i . c o m
h t t p : / / w w w . m o r i s h i t a g u m i . c o m
認証取得　　ISO　9001/14001/45001　　BCP認定

2022年度

工事成績優秀企業
近 畿 地 方 整 備 局

奈 良 県 五 條 市 田 園 １ － １ ９ － ８
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ７ － ２ ４ － ０ ０ ９ ０
Ｆ Ａ Ｘ ０ ７ ４ ７ － ２ ２ － ３ ０ ２ ０

〒６３７－００９３

代表取締役 奥 田 信 広

オ ク シ ン
総 合 建 設 業

株式会社

の取組を強化の取組を強化 大和川特集大和川特集

曽我川萱野地区護岸補修他工事・王寺町元町～広陵町萱野曽我川萱野地区護岸補修他工事・王寺町元町～広陵町萱野

佐保川長安寺地区掘削他工事・大和郡山市長安寺町～伊豆七条町（休工中）佐保川長安寺地区掘削他工事・大和郡山市長安寺町～伊豆七条町（休工中）

大和川藤井地区河道掘削工事・王寺町藤井～三郷町立野南大和川藤井地区河道掘削工事・王寺町藤井～三郷町立野南

　同年12月には「同法」第３条の規定に基づき、
大和川水系大和川と県内の支流を合わせた18河川
を、同法改正後全国初となる「特定都市河川」に指
定した。
　また指定に先立つ23日に、大和川河川事務所王
寺出張所内に「流域治水相談窓口」を開設。流域の
あらゆる関係機関等と連携し遊水地、河道掘削など
の河川整備を一層加速化するとともに、雨水貯留浸
透施設やため池治水利用、水田貯留などの流域治水
対策を推進する。
　県の河川事業は、治水・利水のみならず、憩いの
ある水辺空間や多彩な生物の生息・生育環境の整備
にも取り組むとともに、急速な市街化による洪水に
備え、治水上支障となる堰や橋梁などを改築し災害
への対応を促進している。大和川の「特定都市河川」
指定による国からの財政支援拡充により、地域の連
携・協働に配慮しつつ必要に応じ、周辺景観を活か
した親しみのある河川整備を進めていく。

曽我川取付擁壁工事・広陵町百済・橿原市中曽司町・大和高田市松塚曽我川取付擁壁工事・広陵町百済・橿原市中曽司町・大和高田市松塚

全国初の全国初の    「特定都市河川」に「特定都市河川」に
大和川等、大和川等、 県内18河川が指定県内18河川が指定
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　鉄道や車のない時代は、河川を利用した交通手段が主流であり、大和川は、物資の運
搬や農業用水、川遊びを楽しむなど生活の大動脈として人々に親しまれ大切にされてき
た。しかし戦後を過ぎて高度経済成長期に入ると水質が急激に悪化し、全国一級河川の
水質ランキングでは昭和47年からワースト３に入り、平成17年からは３年連続ワース
ト１位にランクされていた。水質を示す数値（生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ））は、
数値が高ければ水質が悪く、低ければ水質が良い事を表す。
　昭和45年の本川８地点のＢＯＤ値は31.6㎎/ℓと過去最悪の数値を示していたが、流
域の関係機関や住民等が連携・協働した取り組みを進めてきた結果、平成20年に本川
８地点全てにおいてＢＯＤ が環境基準を達するなど著しい水質改善を呈している。令
和４年６月の本川８地点ＢＯＤ75%値の平均は2.1㎎/ℓ、ＢＯＤの平均値は2.7㎎/ℓと
なり、平成20年以降継続して本川８地点のＢＯＤ75%値の平均は環境基準レベル（Ｃ
類型:５㎎/ℓ）より低い数値を維持しており、徐々にではあるが、年々水質は改善して
いる。

　近年、都市部の河川流域において浸水被害な
どが頻発している。国土交通省は、激甚化する
水災害等への防災対策として、流域全体を俯瞰
し、あらゆる関係者が協働して取り組む「流域
治水」の実現を図るため「特定都市河川浸水被
害対策法」を改正、令和３年11月に施行した。

大 和 川 の大 和 川 の大和川の清流復活へ積極的に取り組んでいます
大和川水環境協議会（県内流域市町村構成機関）

斑

鳩

町

三

郷

町

安

堵

町

上

牧

町

広

陵

町

王

寺

町

河

合

町

田
原
本
町

川

西

町

三

宅

町

明
日
香
村

高

取

町

奈

良

県

奈

良

市

天

理

市

大
和
郡
山
市

生

駒

市

大
和
高
田
市

桜

井

市

橿

原

市

御

所

市

香

芝

市

葛

城

市

平

群

町

奈良県香芝市旭ヶ丘１－３１－１
ＴＥＬ０７４５－７６－７５７５
ＦＡＸ０７４５－７７－１２８８
上牧支店・三郷支店
ｋａｍｉ‒１＠ｓｍｉｌｅ．ｏｃｎ．ｎｅ．ｊｐ

本 社
〒６３９－０２６６

支 店
Ｅ－ｍａｉｌ

代表取締役 上村　智津子

上 村 組株式会社

総 合 建 設 業

防災・減災へ防災・減災へ
　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
本
県

で
は
昭
和
45
年
度
よ
り
大
和
川
上
流

流
域
下
水
道
事
業
に
着
手
し
、
昭
和

49
年
度
の
供
用
開
始
以
降
、
大
和
川

の
水
質
は
着
実
に
改
善
さ
れ
、
環
境

基
準
値
は
達
成
し
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
未
だ
他
府
県
に
比
べ
て
低

位
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
現
状
を
改
善
す
る
た
め
、
流

域
の
多
様
な
主
体
に
よ
る
広
域
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
水
質
改
善

に
一
層
重
点
的
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
き
れ
い
な
水
辺
空
間
づ
く
り
が

必
要
で
す
。

　

現
在
、
本
県
で
は
、「
県
政
の
発

展
の
目
標
と
道
筋
」
と
し
て
と
り
ま

と
め
た
「
奈
良
新
『
都
』
づ
く
り
戦

略
」の
中
で
、「
き
れ
い
な
川
づ
く
り
」

を
掲
げ
て
お
り
、
大
和
川
の
水
質
改

善
及
び
き
れ
い
な
川
辺
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

大
和
川
の
水
質
改
善
に
つ
い
て

は
、
水
質
改
善
の
進
ん
で
い
な
い
支

川
が
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
れ
ら
を「
重

点
対
策
支
川
」
に
位
置
づ
け
、
そ
の

流
域
毎
に
、
県
、
流
域
市
町
村
及
び

団
体
等
を
構
成
員
と
す
る
「
大
和
川

重
点
対
策
支
川
部
会
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
こ
の
部
会
に
お
い
て
、
多

様
な
主
体
と
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、

汚
水
処
理
施
設
の
整
備
・
接
続
、
浄

化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
の
促
進
や

川
を
汚
さ
な
い
暮
ら
し
の
実
践
の
普

及
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
き
れ
い
な
川
辺
づ
く
り
で

は
、
県
が
実
施
す
る
水
辺
の
遊
歩
道

整
備
の
ほ
か
、
県
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
と
連
携
・
協
働
し
た
河
川

美
化
活
動
で
あ
る
「
地
域
の
河
川
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
と
し
て
、
約
１
８
０

団
体
の
皆
様
に
県
内
各
河
川
に
お
い

て
草
刈
・
花
の
植
栽
、
清
掃
等
に
取

り
組
ん
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

昔
の
よ
う
に
子
ど
も
達
が
川
で
遊

び
、
安
ら
ぎ
と
憩
い
の
場
と
な
る
よ

う
、
も
っ
と
「
き
れ
い
な
」
大
和
川

を
目
指
し
、
そ
し
て
次
世
代
に
引
き

継
い
で
い
く
た
め
、
県
民
一
人
ひ
と

り
が
、「
川
に
汚
れ
を
流
さ
な
い
」「
川

に
ご
み
を
捨
て
な
い
」
こ
と
を
意
識

し
な
が
ら
で
き
る
事
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
が
非
常
に
重
要
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
皆
様
の
ご
協
力
・

ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
ご
理
解
・

ご
参
画
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

平
素
よ
り
本
県
の
水
資
源
行
政
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
大
和
川
は
、
桜
井

市
の
笠
置
山
を
源
流
と
し
、
奈
良
盆

地
か
ら
河
内
平
野
、
大
阪
湾
に
注
ぐ

一
級
河
川
で
、
そ
の
流
域
に
は
奈
良

県
人
口
の
約
85
％
の
人
口
が
集
中
し

て
い
ま
す
。

　

昭
和
30
年
代
ま
で
は
、
人
々
が
泳

い
だ
り
、
様
々
な
魚
が
生
息
す
る
県

民
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
住
宅

地
と
し
て
の
開
発
が
進
み
、
大
和
川

流
域
の
人
口
が
著
し
く
増
加
し
、
そ

の
結
果
、
急
激
な
都
市
化
と
産
業
発

展
に
見
合
う
排
水
対
策
が
不
足
し
た

こ
と
か
ら
、
生
活
排
水
、
工
場
排
水

等
に
よ
り
大
和
川
の
水
質
が
急
激
に

悪
化
し
ま
し
た
。

奈
良
県
水
循
環
・
森
林
・
景
観
環
境
部

水
資
源
政
策
課
長

芳
川  

一
宏

「
も
っ
と
き
れ
い
な
大
和
川
」
へ

Ｒ０２ － Ｒ０３ － Ｒ０４　大和川本川８地点水質平均値比較

大和川窪田遊水地迂回路整備工事・安堵町大字窪田大和川窪田遊水地迂回路整備工事・安堵町大字窪田

全国初の全国初の    「特定都市河川」に「特定都市河川」に
大和川等、大和川等、 県内18河川が指定県内18河川が指定

流
域
治
水
相
談
所
が
設
け
ら
れ

流
域
治
水
相
談
所
が
設
け
ら
れ

た
王
寺
出
張
所
（

た
王
寺
出
張
所
（
1212
月月
2323
日
）
日
）
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南東部の擁壁南東部の擁壁

擁壁の改修が行われている新庄中学校擁壁の改修が行われている新庄中学校

電線共同溝工事の準備が進む大和高田市神楽電線共同溝工事の準備が進む大和高田市神楽

9月末～10月着工予定9月末～10月着工予定

耐震補強が行われている「小休場橋」耐震補強が行われている「小休場橋」

５
年
２
月
半
ば
の
完
成
目
指
す

　

葛
城
市
教
育
委
員
会

は
、「
葛
城
市
立
新
庄
中

　

近
畿
地
方
整
備
局
奈
良

国
道
事
務
所
は
、「
国
道

１
６
５
号
磐
築
地
区
電
線

共
同
溝
工
事
」
の
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　

同
工
事
は
、
大
和
高
田

市
神
楽
〜
神
楽
１
丁
目
の

国
道
１
６
５
号
に
お
い

て
、
電
線
共
同
溝
の
設
置

と
、
歩
道
の
整
備
を
行
う

も
の
。

　

同
区
間
は
、
歩
道
の
狭

い
箇
所
や
、
無
い
箇
所
が

短
い
距
離
で
混
在
し
て
お

り
、
電
線
共
同
溝
の
設
置

の
設
置
に
よ
る
無
電
柱
化

と
そ
れ
に
伴
う
整
備
に
よ

り
、
歩
道
の
い
び
つ
さ
を

解
消
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
交

葛

城

市

　

奈
良
県
五
條
土
木
事
務

新庄中学校南東部擁壁改修工事新庄中学校南東部擁壁改修工事
老 朽 化した擁 壁を改 修老 朽 化した擁 壁を改 修
施 工 は 田 原 建 設施 工 は 田 原 建 設

事
業
完
成
は
５
年
度
を
予
定

事
業
完
成
は
５
年
度
を
予
定

奈 良 国 道

国
道
１
６
５
号
磐
築
地
区
電
線
共
同
溝
工
事

国
道
１
６
５
号
磐
築
地
区
電
線
共
同
溝
工
事

竹
中
道
路
が
施
工
を
担
当

竹
中
道
路
が
施
工
を
担
当

99
月
末
着
工
へ
準
備

月
末
着
工
へ
準
備

学
校
南
東
部
擁
壁
改
修
工

事
」
を
進
め
て
い
る
。

　

同
工
事
は
、
新
庄
中
学

校
の
南
東
部
擁
壁
（
ブ
ロ

ッ
ク
積
み
）
が
、
老
朽
化

で
膨
張
や
ク
ラ
ッ
ク
が
見

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
安
全

面
の
将
来
的
な
不
安
を
解

消
す
る
た
め
、
現
行
の
擁

壁
を
撤
去
し
、
地
盤
改
良

を
行
い
、
新
た
に
Ｌ
型
擁

壁
を
建
設
す
る
も
の
。
工

事
概
要
は
、
工
事
延
長
80

㍍
、
仮
設
、
既
存
構
造
物

撤
去
、
地
盤
改
良
（
柱
状

改
良
１
７
１
本
）、
山
留

１
２
４
㍍
、
擁
壁
66
㍍
、

雨
水
側
溝
等
改
修
、
舗
装

工
事
６
６
８
平
方
㍍
、
雨

水
・
排
水
配
管
、附
帯（
塀
・

門
扉
復
旧
等
）、
電
気
設

備
。
設
計
は
村
井
設
計
、

施
工
を
田
原
建
設
が
担
当

し
て
い
る
。

　

６
月
末
か
ら
準
備
を
始

め
、
８
月
中
旬
に
工
事
に

着
手
し
た
。現
場
で
は「
学

校
施
設
な
の
で
、
授
業
の

妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、

騒
音
、
埃
に
細
心
の
注
意

を
払
い
な
が
ら
作
業
を
進

め
て
い
く
」
と
し
て
、
学

校
側
と
も
打
ち
合
わ
せ
を

し
な
が
ら
工
事
を
推
進
し

て
い
る
。
完
成
は
５
年
３

月
末
の
予
定
。

通
の
流
れ
の
確
保
と
、
歩

行
者
の
安
全
の
向
上
が
期

待
で
き
る
。

　

工
事
概
要
は
、
開
削
土

工
、
電
線
共
同
溝
工
、
道

路
土
工
、
擁
壁
工
、
排
水

構
造
物
工
、
舗
装
工
、
縁

石
工
、
防
護
柵
工
、
区
画

線
工
、
仮
設
工
、
舗
装
版

撤
去
工
、構
造
物
撤
去
工
。

　

１
月
に
「
国
道
１
６
５

号
磐
築
地
区
歩
道
整
備
他

工
事
」
と
し
て
公
告
さ
れ

て
い
た
が
不
調
だ
っ
た
た

め
、
内
容
を
見
直
し
５
月

に
「
国
道
１
６
５
号
磐
築

地
区
電
線
共
同
溝
工
事
」

と
し
て
再
公
告
。
7
月
12

日
に
開
札
さ
れ
、
竹
中
道

路
が
受
注
し
た
。

　

現
在
、
着
工
に
向
け
準

備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
。

９
月
末
〜
10
月
に
着
工
す

る
見
込
み
で
、
５
年
３
月

末
の
完
成
を
目
指
し
て
い

る
。

五
條
土
木

一般国道１６８号小休場橋橋梁補修・耐震補強工事一般国道１６８号小休場橋橋梁補修・耐震補強工事
現行基準に合わせ耐震補強現行基準に合わせ耐震補強

オーテックで進むオーテックで進む
所
は
「
一
般
国
道
１
６
８

号
小
休
場
橋
橋
梁
補
修
・

耐
震
補
強
工
事
」
を
進
め

て
い
る
。

　

小
休
場
橋
は
、
十
津
川

村
宇
宮
原
一
般
国
道
１
６

８
号
に
架
か
る
、
平
成
９

年
に
架
設
さ
れ
た
橋
長
１

９
５
㍍
の
２
径
間
連
続
Ｐ

Ｃ
Ｔ
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
。

　

国
道
１
６
８
号
は
第
一

次
緊
急
輸
送
道
路
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
災
害
時
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
担

う
道
路
で
あ
る
た
め
、
こ

の
一
般
国
道
１
６
８
号
に

架
か
る
小
休
場
橋
も
、
建

設
当
時
の
耐
震
基
準
で
は

安
全
性
が
低
い
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
た
。

　

同
工
事
は
、
現
行
の
耐

震
基
準
に
則
し
た
強
度
を

持
た
せ
る
た
め
耐
震
補
強

を
行
い
同
時
に
傷
ん
だ
箇

所
の
補
修
を
行
う
も
の
。

現
在
行
わ
れ
て
い
る
工
事

は
、
工
事
概
要
が
、
工
事

延
長
１
９
５
㍍
、
炭
素
繊

維
シ
ー
ト
補
強
工
８
８
９

平
方
㍍
、
ひ
び
割
れ
補
修

工
16
㍍
。
設
計
は
修
成
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
、

施
工
を
オ
ー
テ
ッ
ク
が
担

当
し
て
い
る
。
６
月
に
検

査
を
終
え
た
別
区
画
の
工

事
に
引
き
続
き
、
７
月
に

着
工
し
た
。
完
成
は
５
年

２
月
中
旬
の
予
定
で
、
同

工
事
の
完
成
で
、
小
休
場

橋
の
橋
梁
補
修
・
耐
震
補

強
工
事
は
終
了
す
る
。

建 設 新 報（第三種郵便物認可） （８）2022年（令和４年）９月６日（火）

３カ月間ずっと月
額1020円で

(税込)

最大83％OFF
スタンダードＤコース

初回限定！３カ月間いつでも解約可能

The Construction News 

デジタル版

会員登録のお申込みは……

●まずは無料会員登録を！

申込み・お問合せ

0744-23-2507 スマートフォンで

簡単にお申込み

▼

○その日の情報は入札速報で(キャンペーン期間中のみ)

○ＰＤＦのデジタル版でも

入札結果、公告、予報など、その日の情報は入札速報サイト
で夕方6時にリアルタイムでテキスト表示で閲覧できます

○有料会員記事が読み放題

○記事の一発検索・保存
過去の記事を全て検索・閲覧でき、保存できます

発行当日の「建設新報」の全紙面を朝1時に閲覧できます
紙面、記事もお手持ちのプリンターで印刷できます

デジタル版やウェブでしか読めない独自情報がいち早くキャッチ
できます

無料会員 限定キャンペーン実施中

２０２２年９月１５日まで申込み期間

https://shinpou-nara.com

通常月額 6000円(税込)

〒６３２－００５１ 天理市中山町１０７７－１１
ＴＥＬ０７４３－６７－３２２２
ＦＡＸ０７４３－６７－３２２３

左 官 工 事 一 式

Ａ・Ｓ・Ｋ左官工業
奈良県知事許可（般̶30）第１５６２８号

國本英輔

Ａ・Ｓ・Ｋグループ事業内容
・左 官 工 事 ・ブロック工事
・外 構 工 事 ・各リフォーム工事

株式会社


